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一　まさかの再会












「結婚、したいよねぇ」

　唐突な言葉に食べ物を喉に詰まらせた私は、恥ずかしいほどに咳き込んでしまった。社内食堂でピラフランチを堪能していたのに、周りの同情的な視線を一気に浴び恥ずかしさで肩身を狭くした。

「ちょっと、大丈夫？」

「う、うん。大丈夫。加奈子かなこが、突然そんなこと言うから……」

　水で流し込んで、同期の加奈子に目を向けた。すると、彼女はテーブル越しに身を乗り出してきた。

「茉莉まりは、そう思わないの？」

　大きな二重のクリッとした目で見つめられると、同性の私でさえドキッとするほど加奈子は華やかな顔立ちをしている。

「別に……。だって、まだ二十六歳だし。やっと仕事に慣れてきたところだもの」

（そもそも、彼氏がいないのに、結婚もないよね……）

「そんなこと言ってたら、あっという間に年を取っちゃうわよ？　晩婚化と言われてても、やっぱり早く愛する人と一緒になりたいじゃない？」

　食事の手を止めた加奈子は、なにを想像しているのかうっとりとした目をしている。そんな彼女を少し引いた目で見ながら、話を合わせてみた。

「そうね。加奈子には、大手証券会社の彼氏がいるもんね。その気になれば、すぐにゴールインできるんじゃない？」

　三カ月前のコンパで出会った彼氏、と聞いたことがある。私も誘われたけれど、断ったものだ。

　加奈子と違い、平均的なルックスの私は、地味で印象に残らない顔立ちをしている。さらに、性格もけっして人懐っこいタイプではない。

　だから、男性から興味を持たれることもほとんどなく、恋愛経験が乏しかった。

　女性として自信のない私は、コンパという初対面の男女が談笑する場所がとても苦手だった。

「あー、彼ね。もう別れちゃった」

「別れた!?　じゃあ、結婚って言ってる場合じゃないんじゃ……」

　呆れたように言うと、彼女は平然と答えた。

「つまんない男だったんだもん。もっとイケメンで、ちょっと強引なくらいがいいっていうか」

「そう……。いい人が見つかるといいわね」

　告白されたときは、舞い上がっていた気もするけれど……。加奈子の男性観と恋愛観が自分とあまりに違い過ぎて、共感ができないままランチを続けた。

「婚活パーティーとか、行ってみるのもアリかな？」

「えっ？　婚活パーティー？」

　まだ話は終わってなかったのかと、内心うんざりしながらも〝婚活パーティー〟という言葉に反応してしまった。

「うん。それなら、みんな結婚を本気で考えて参加してるわけでしょ？　出会いの意義も大きいってことじゃない」

「そんなに、結婚をしたいんだ……。まずは、愛する人探しからね」

　加奈子がそこまで結婚に拘こだわる気持ちは分からないけれど、私だって真面目な出会いに興味がないわけじゃない。

　といっても、私は参加する勇気はないけれど。

「生活に、気持ちの安らぎと安定が欲しいのよ」

「その気持ちは、分からなくもないかな……？　そういえば、私の今度の担当のイベントが婚活パーティーなのよね」

　ランチを食べ終えた私は、水を飲みながらふと言った。すると、加奈子が目を見開いた。

「本当に？　どこのクライアント？」

「グーテクリータよ」

「グーテクリータって、あの海外の高級車メーカー!?」

　頷くと、加奈子は目をキラキラと輝かせた。彼女の反応はもっともで、グーテクリータはドイツ発の世界的に有名な自動車会社で、高級車ばかりを製造している。

　最近、日本でもちらほら見かけるようになったけれど、簡単に買える車ではないから目にするとつい見入ってしまうほどだ。

　斬新でスタイリッシュなデザインが特徴で、若い人から年配の人まで幅広く人気がある。私はそのグーテクリータの社内婚活パーティーの担当を、受け持つことになっていた。

「それを、早く言ってよ。茉莉ってば、いつの間に営業かけてたの？」

「私の営業じゃないのよ。部長からの引き継ぎ分だから」

　苦笑すると、加奈子は羨ましそうな顔で私を見ている。私たちが勤めている『ウタノ企画』は、イベント企画会社だ。手がけるものはパーティーやプロモーションなど多岐に及んでいる。

　クライアントは個人から法人までおり、営業をかけてイベントを行うことが通常業務だ。だけど、たまに部長からの引き継ぎ分がある。

　部長には営業ノルマはなく、懇意にしている取引先などから定期的に受注をもらっている。それを、営業制作部の私たちに振り分けるのだった。

　それは、数カ月に一度のときもあれば、月に複数回あるときもある。部長から貰った案件も自分の実績になる美味しい側面があり、平等に振り分けられるように社歴順に順番が決められているのだった。

　今回は、私に番が回ってきたのだけど、グーテクリータという高級車を扱う外資系自動車会社ということで、周りからかなり羨ましがられていた。だから、加奈子の反応ももっともだった。

「ラッキーじゃない。担当者はどんな人なの？　男性？　女性？」

「それが、まだ詳しいことは聞かされてないのよ。役職は教えてもらってるけど、性別までは……。昨日の夕方、部長から声をかけられたばかりなの」

　誤魔化すように笑うと、加奈子はそれまでのキラキラした目を一転、真剣な眼差しに変えた。

「それって、社員同士の婚活ってことよね？」

「うん、そうよ。グーテクリータ内の婚活なんて、ステータス高いわよね」

「もしかして、私たちにも出会いのチャンスがあるかもしれないわよ」

「えっ!?　それは、ないんじゃないの？　だいたい、こっちはイベントを運営するほうで、参加するわけじゃないんだから」

　加奈子の視点になれば、どんな場所も出会いの場に変わるらしい。彼女の飛躍した考え方に、驚きを隠せなかった。

「そういうところが、茉莉のつまらないところよ」

　なぜか加奈子に不満を言われ、内心ムッとしてしまう。でも、これで加奈子に反論をするとややこしくなるから黙っておいた。

「婚活パーティーっていったって、全員がカップルになれるわけじゃないでしょう？　あぶれた人と、知り合いになれるかもしれないし」

「ないない！」

　思わず手を振りながら、即答してしまう。入社してからの三年間、いろいろなイベントに携わり、年末には街コンも手掛けた。

　あのときは、担当者や参加者に若い男性が多く、気さくな人たちばかりだったけれど、その後に繋がる出会いなんてなかった。

　加奈子だって本当は分かっていると思うけれど、この仕事には色めいた出会いなど簡単にはない。

「それは、茉莉がチャンスを潰してるだけよ。担当者が男性だったら、狙い目かもよ？」

「そう言われても……。部長職って聞いてるから、男性だったとしても年齢がありそうじゃない？」

　結婚をしている可能性もあるだろうし。だいたい、打ち合わせの相手を恋愛対象で見るなんて、私の中では有り得なかった。それでも加奈子は、食い下がってくる。

「グーテクリータは外資系だから。実力次第で、若くても上層部にいけるみたいよ？」

　もはや、加奈子の言葉が悪魔の囁きのようにも聞こえる。「出会いの場にしなさいよ」と、言われているようだった。

「とにかく、始まってみないと分からないわね」

　この話は、もう終わりにしよう。そう思ってとりあえず答えると、加奈子は不満げな顔をしていた。






「営業部長の川崎かわさきさんですか……？」

　グーテクリータの担当者の名前を聞いて、思わずドキッとしてしまう。そんな私に気づいたのか、部長が訝いぶかしげに見た。

「坂井さかいさん、どうかした？」

「あ、いえ。なんでもないです。すみません。では、川崎さんを訪ねていきます」

　会釈をして、部長デスクから自席へと戻る。今日は午前中にグーテクリータの担当者と打ち合わせになっているのだけれど、聞かされた〝川崎〟という名字に動揺してしまった。実は〝川崎〟という名字には、苦い思い出がある。

　高校二年生のとき、クラスメイトの川崎涼真りょうまくんから告白をされたことがあった。彼は、サッカー部の副キャプテンをやっていて、甘いルックスを持つまさにイケメンそのもの。背も高く社交的な性格の彼は、同級生だけでなく先輩後輩からも人気があった。

　男女共に慕われる人で、私には眩しいほど華やかな人。良くも悪くも平均的なルックスと、人見知りの性格だった私には対照的な立場にいる人だった。

　そんな川崎くんが、私に告白をしてきたのだから未だ信じられないでいる。彼は、罰ゲームでもなく、私へのからかいでもなく、本気で告白をしてくれた。

　いつもは陽気で明るい彼が、少し頬を赤らめて「好きだ」と言ってくれたときの胸が締めつけられる思いは、今でも忘れていない。

　だけど私は、自分への自信の無さから付き合ってほしいという彼の告白を、断ってしまったのだった。

　とても嬉しかったし、こんなに素敵な人が自分の彼氏だったらどんなに幸せだろうとも思った。それ以上に、私は密かに彼に恋をしていた。でもその思いに、ずっと蓋をしていたのだ。

　彼の周りにいる元気な友達とは違い、私はどちらかというと大人しく面白味がない。そんな私と付き合っても、川崎くんが後悔するだけ。そう思ってお断りしたのだった。

　そのときの彼が、ショックで呆然としていたのを覚えている。彼が言うには、クラスで目立たない私が、かえって気になったとか。

　私のことを知りたいと言ってくれたけれど、それを受け入れる勇気がなかった。心から後悔したときには遅くて、私が人生の中で告白を受けた最初で最後の人になった。

　だから、今でも〝川崎〟という名前を聞くとドキッとしてしまう。

（でも、川崎くんのはずがないか。二十六歳で、営業部長ってことはないだろうし）

　未だに名前を聞いて動揺するほど、私はあのときのことを引きずっていた。

　もし川崎くんの想いを受け入れることができていたら、どうなっていたのだろうか。そんなことを、今になって考えても仕方がないのに、時々思い出しては胸がチクリと痛む。もっと自分に自信があったら、彼を傷つけずに済んだのだろうか……。






「失礼します。ウタノ企画の坂井と申します。営業部長の川崎さんと、お約束をしているのですが」

「かしこまりました。少々、お待ちくださいませ」

　グーテクリータの本社へ着き、一階の受付で用件を伝えると、愛想のいい女性社員が十三階を案内してくれた。ここは、グーテクリータの十五階建ての自社ビルで、一階にある広いロビーには二台の新車が展示されている。

　赤いスポーツカーと、シルバーのセダン型の車で、ボディは艶めいていた。

「こちらで、お待ちくださいませ」

「はい。失礼いたします」

　十三階へ上がると、別の女性社員が待ってくれていて応接室へ案内してくれる。中へ入ると、大きな窓が目に飛び込んできた。

　ブラインドが上げられていて、自然の光が差し込んでいる。ソファはクリーム色で、爽やかで開放的な部屋だった。

　少しの間ソファに座って待っていると、ドアがノックされ男性の声が聞こえてくる。

「失礼します。川崎です」

　その声に聞き覚えのあった私は、心臓が飛び跳ねそうなほどに驚いて立ち上がって出迎えた。

　ドアを開けて入ってきた人は、まさかの川崎くんだったからだ。高校を卒業してから会っておらず、約八年ぶりの再会だ。

　大人っぽくなり色気が増しているけれど、スッと上がった眉に垂れ気味の目元、形の整った鼻筋と適度な厚みの唇は、高校生の頃と変わっていない。

　短く整えられた黒髪は、清潔感があって感じがいい。営業部長という肩書きよりずっと、親しみやすい雰囲気だった。

「やっぱり、坂井だった。名前を聞いたとき、もしかしてって思ったけど」

　一瞬、緊張した面持ちになった川崎くんは、すぐに柔和な表情に戻り口角を上げている。彼の華やかなオーラは、まるで変わっていなかった。

「ま、まさか。ここで再会するなんて……。驚いちゃった」

（どうしよう……。気まずい……）

　川崎くんも、私の名前を聞いて半信半疑だったようだ。きっと、高校生の頃の告白を思い出したはず。それを考えると、なんだかいたたまれなかった。

　当然嬉しさもあるけれど、気まずさのほうが大きく勝っている。

「そうだよな。あ、遠慮せず座って」

　タブレットを持った彼は、私をソファに促す。軽く会釈をすると、ゆっくり座った。

「あの……。今回は、よろしくお願いします」

「こちらこそ。それにしても、俺と婚活パーティーみたいな恋愛を連想させるものの打ち合わせなんて、坂井には皮肉だろ？」

「えっ!?」

　それがなにを意味しているのか分かって、言葉に詰まってしまう。動揺して目を泳がせていると、川崎くんのクスクス笑う声がした。

「なんて、冗談だよ。もう、八年も前の話だし」

「そ、そうだよね。子供の頃のことだし……」

　私にフラれたことを、川崎くんがいつまでも拘こだわっているわけがない。自分ばかりが、彼との再会を意識していただけだと思うと恥ずかしかった。

「そう、終わったこと。それにしても、坂井がウタノ企画にいるなんて意外だな」

　川崎くんに視線を合わせられると、どうしてもどぎまぎしてしまう。それは、彼と再会したからということではなく、高校生の頃から苦手だったからだ。

　真っすぐ見つめられると、まるで心の中を見透かされそう。そんな気がして、落ち着かないのだ。

「やっぱり、意外な感じがするよね。友達にも、そう言われるの。私、人見知りだし、高校生の頃は地味だったし」

　ハハっと笑って誤魔化すのも、なんだか情けない。だけど、川崎くんを前にして、昔の自分に自信のなかった気持ちが鮮明に蘇ってしまった。

「見た目は、大人っぽくなって綺麗になったなと思ったよ。だけど、中身は変わってないみたいだな」

「え……？」

　それまでの川崎くんの笑顔は消え、小さくため息をついて半ば呆れているように見える。彼の最初の言葉より、あとの言葉のほうが胸に突き刺さり呆然とした。

　中身は変わっていない……、それに対して口を噤んでしまった。

「自分を、必要以上に卑下するところだ。なんで、そうなの？」

「なんでって……。だって、性格だもの……」

　これでは、打ち合わせどころか説教をされているだけだ。川崎くんの鋭い質問に、涙すら浮かびそう……。

「性格ねぇ。じゃあ、今の仕事は向いてないんじゃないのか？　だって、イベント企画だろう？　それも、今回こっちが依頼したのは婚活パーティーだし。華やかさと盛り上がりが大事なんだけど」

「そ、それは……」

　もしかして、試されている？　私では、担当者として力不足で、他の人に代わってもらいたいと思っているとか……？

　川崎くんは、私のことをよく知っているのだから、そう思われていてもおかしくない。彼の言葉に動揺した私は、背筋を正した。

「私は、仕事で変わりたいと思ったの。川崎くんが知ってる私は、人見知りで目立たず、地味な存在だったと思うけど……。でも、周りの人が楽しそうにしている姿を見るのは、昔から好きだったのよ」

　こんな説明と自分の〝決意表明〟が、川崎くんに響くか分からない。まったく、彼の心を動かさないかもしれない。それでも、私は自分の気持ちを伝えたかった。

「なるほどね。それが、坂井の考えってわけか。それなら分かった。俺も、この婚活パーティーは成功させたいんだ。坂井も、全力を尽くしてくれる？」

「もちろんよ！　絶対に、素敵なパーティーにするから」

（よかった。認めてもらえたみたい……）

　ホッと胸を撫で下ろすと、川崎くんがタブレットを私のほうへ向けた。そこには、ＣＧで作ったパーティー会場が映されている。

「これを見て。俺なりの、イメージ図。部屋の雰囲気は、披露宴会場のような感じにしたいんだ。人数は二十名。婚活だから、男女十名ずつの予定にしてる」

「うん、分かったわ。これ、川崎くんが作ったの？」

　丁寧に作られたＣＧに、感嘆のため息をついてしまった。

「ああ、そうだよ。単に婚活パーティーといっても、受け取る側にとってイメージはいろいろだろう？」

「そうね。そのとおりよ。私は、もっとカジュアルな感じを想像していたの。ポップな音楽をかけて、照明も落としたような……」

　でもこのイメージ図だと、会場はアットホームで可愛らしい雰囲気を希望しているようだ。色はパステルカラーでまとめられていて、立食形式になっている。

　部屋の飾りには花の他に、風船の飾りもあって、彼の言うとおり披露宴会場のようだった。

「だろう？　それに、自分の伝えたいイメージを言葉だけで表現するのは、なかなか難しいんだ。お互い思い違いをしないように、こうやってタブレットを作ってるんだよ」

「そういうことなのね……。とても、分かりやすいわ。ありがとう。じゃあ、このイメージ図に合う会場選びをしないといけないわね」

「そうなんだ。グーテクリータの本社の社員だけでなく、店舗の社員も参加するから交通の便がいい場所が希望なんだよ」

　それなら、駅前周辺がいいかもしれない。本社からも徒歩圏内だし、店舗から来る人にも便利だろう。

「じゃあ、駅前で探してみるね。一番の候補は、ホテルだけど……」

　たしか、近辺だけで三つほどホテルがある。川崎くんの希望するような雰囲気の部屋が、きっと見つかるだろう。

　だけど、彼は納得できないのか苦い顔をした。

「ホテルがダメというわけじゃないんだけど、もう少し小規模な建物があれば、そのほうがいいかな……」

「そうなの？」

　グーテクリータの会社のイメージからだと、ホテルのような高級感溢れる場所がいいのかと思っていただけに、川崎くんの言葉は意外だった。

「気さくな社員が多いから、かしこまった場所より肩の力を抜いて楽しめる場所がいいんだ」

「そっか……。それなら、ホテルはやめるわ。高校生の頃から思ってたけど、川崎くんって周りのことをよく考えてるよね。だから、この若さで営業部長になってるんだろうけど」

　川崎くんが人気だったのは、見た目や明るい性格だからというだけでなく、常に周囲に気を配っていたからだ。困っている人や、元気のない人がいれば常に声をかけていたくらいだから……。

　三年生のときは、サッカー部のキャプテンも務めていたし、人望が厚い人だったことに間違いはない。

「買いかぶりすぎ。グーテクリータは外資系だから、完全結果主義なんだよ。だから、結果を出さないと、今の地位だっていつ転落するか」

「そんなに、シビアな世界なのね」

　でも、婚活パーティーは評価とは関係なさそう……。それでも、一生懸命取り組もうとしているところは、川崎くんの人柄ゆえだと思うけれど……。

「好きで飛び込んだ世界だからね。俺は、分かりやすいものが好きなんだ」

「分かりやすいもの？」

「そう。実力社会って、結果ありきで分かりやすいだろ？　それがいいんだよ」

　そう言った彼からは、不思議と嫌みな感じはない。むしろ、生き生きとした様子で感心すらしてしまった。

「川崎くんらしいのかも。じゃあ、できるだけ落ち着くような、アットホームな場所を探すわね」

　会社に戻ったら、さっそく会場探しをしよう。そう意気込んでいたとき、彼がテーブル越しに体を乗り出してきた。

　あまりに突然で、露骨にビックリしてしまう。

「坂井、今日はこのあとどれくらい時間ある？」

「えっ？　仕事のこと……？　特にアポはないけど。今日は、グーテクリータさんの仕事で時間を取ったから」

　なぜ、そんなことを聞かれるのだろうか。怪訝に思っていると、川崎くんが腕時計で時間を確認した。

　袖口から覗く彼の時計は、海外の高級ブランドのものだ。私では、とても持つことのできないもので、驚きでいっぱいになる。

「ちょうど昼前だし、ランチも兼ねて会場探しをしないか？　俺も、直接確認したいし」

「えっ？　仕事は、大丈夫なの？」

　彼の仕事は、他にもあるだろう。心配になって聞くと、川崎くんはニッとした。

「大丈夫。午前中は、時間を取ってあるから」






　川崎くんの提案を受け、私たちはグーテクリータの本社を出て駅前へ向かった。オフィス街は、今日もビジネスパーソンで溢れている。

　そんな中を、川崎くんと二人で歩くのは緊張する。思い出してみても、高校生の頃だって二人で歩いたことはない。

「二つくらい、回れたらいいかな？」

　ふと彼に声をかけられ、ドキッとした。自分だけが、こんなにも意識していると自覚しているけれど、どうしても緊張が解けない。

「う、うん。そうね。駅前に、とてもオシャレなお店があるの。川崎くん知ってる？　イタリアンのお店で……」

「ああ、知ってる。時々、結婚式の二次会で使われてるところだろ？」

「そう。広さもちょうどいいと思うし、雰囲気が落ち着いていて婚活パーティーにピッタリかも」

　そのお店は、駅前の一歩路地を入った場所にある。駅前通りは賑やかだけれど、お店があるほうは比較的静かで、ファミリー向けのマンションが立ち並んでいる。

　あまりメディアに出てくるお店ではないけれど、シェフが本格的なイタリア料理を提供することで有名だ。

「たしかに、あの店ならイメージに近いな」

「でしょ？　日にちと時間を交渉してみる？」

　川崎くんが、お店を知っていて安心する。婚活パーティーは一か月後だから、なるべく早めに会場を押さえておかなければいけない。

　それとお互い他の仕事もあるのだし、時間がかかるのは避けたかったから。

「そうだな。予約が取れないと、場所探しからだもんな」

　不安そうな顔をして、川崎くんは宙を見上げた。改めて彼の横顔を見ると、まつ毛が長いことが分かる。それに手足も長いし、肩幅が広くて男性らしい体つきだ。筋張った手は大きくて、指が長い。

　基本的な雰囲気は、高校生のときと大きく変わってはいない。だけど、あの頃よりもずっと自信に満ち溢れた表情は、眩しいほどに私の目に映っている。彼から放たれるオーラに、惹かれる思いだった。

　やっぱり綺麗な顔立ち……と思ってしまい、慌てて自分の気持ちを掻き消す。

　彼が、私のことをよく思っているわけがない。私だけが、過去に縛られ意識しても仕方ないのに。

　それは分かっているのに、川崎くんから目が離せない──。






　お店に着くと開店したばかりなのに、すでに二組のお客さんがいた。記憶にあるとおりレンガ造りの建物で、玄関周りは花が植えられていてまるで誰かの家に来たみたいなアットホームさだ。

　店内は、白が基調の清潔感溢れた雰囲気になっている。掃き出し窓からは日差しが差し込んでいて、開放的な印象だった。

「なあ、坂井。せっかくだから、ここでランチしていく？」

「え？　そ、そうね。そうしようか……」

　出迎えてくれた女性店員さんに事情を説明すると、店長に確認してくるからと奥へと入っていった。

「予約、取れたらいいな」

「う、うん……」

　私たちが入り口で彼女を待っていると、川崎くんが耳元で囁いてきてビクッとする。深い意味はないと分かっていても、彼に近づかれると緊張してしまった。

　しばらくすると女性店員さんが戻ってきて、婚活パーティーの日の夜に貸し切りができることを教えてくれた。

「ありがとうございます。それでは、仮予約という形でさせてもらってよろしいでしょうか？」

　私より先にそう言ったのは川崎くんで、女性店員さんは少し頬を赤らめながら頷いている。彼の笑顔は、女性を虜にするらしい……。

「はい、大丈夫です。正式に予約をしていただけるかを、来週中にはお返事いただけますか？」

「分かりました。それと、こちらで食事をさせてもらっていいですか？」

「はい！　こちらへどうぞ」

　案内された場所は、窓際のテーブル席だった。白いテーブルクロスが敷かれていて、真ん中には一輪挿しがある。

「川崎くんって、いろいろ武器があるのね」

　感心して言うと、彼は得意げな顔をした。

「どういうものでも、使い方次第ってことだよ。ここに決めるつもりなら、店員さんにいい印象を持ってもらったほうがいいだろ？」

「うん、そのとおりだと思う」

（川崎くんって、本当に自信があるんだろうな……。やっぱり、私とは大違い……）

　思いがけない再会をしたけれど、イベントが終わればまた疎遠になる。もしかすると、街中で偶然出会うことくらいはあるかもしれない。

　だけど、私たちが一緒に時間を過ごすのは、この仕事で最後の可能性もある。それを考えると、彼に対して特別意識して接するのはよくないと思っていた。

「返事は来週中でいいみたいだから、もう少し店を見てもいいよな」

　川崎くんは、メニュー表を私に見せながら言う。さりげない気遣いに、胸を高鳴らせてしまった。わざとらしさのないスマートさは、恋に奥手の私には刺激が強すぎる。

「そうね。川崎くんは、次はいつなら時間が取れそう？」

　メニューにある日替わりランチを注文すると、お互い手帳を出してスケジュールを確認した。

「私のほうは、火曜日以外なら大丈夫よ」

「それなら……、金曜日はどう？　できたら、パーティーの雰囲気をより感じられるために、夕方からだと嬉しいんだけど」

「夕方ね。大丈夫よ。私は直帰ができるから、できるだけ遅い時間にする？」

　社員の婚活パーティーに、ここまで拘る川崎くんに感心する。私はイベント企画が仕事だけれど、彼は完全に違うのだ。それなのに、ここまで会場探しに時間を費やすなんてなかなかできない。

　それなら私も、より真摯に川崎くんの要望に応えたかった。

「そう言ってもらえると、ありがたいよ。じゃあ、俺も直帰にする。といっても、あまり遅いのも迷惑だろうから、十七時に現地で待ち合わせをしようか？」

「分かったわ。じゃあ、候補のお店も決めておかなきゃね」

　料理が運ばれてくる間、タブレットで周辺のお店を調べる。すると、ここからそう遠くない場所にフレンチのお店があった。

　お互い、納得する雰囲気のお店で、次の候補はここにした。

「金曜日、ここで待ってるよ」

「うん、よろしくね。それから、さっきは店員さんに予約のことを話してくれてありがとう」

　素直にそう思ったから感謝の言葉を口にしたけれど、川崎くんは途端に気まずそうにした。

「いや、ちょっと出しゃばったなと思ってたんだ。これは、坂井の仕事なのに」

　彼が、それを気にしていたとは思っておらず、思わず笑みがこぼれる。やっぱり川崎くんは、勢いがあって行動的な人というだけではない。

「気にしないで。私が、少しテンポが遅れたのが悪いんだし。イラっとさせちゃった？」

「そんなことはないよ。つい、俺のテンションが上がっただけ」

　しゅんとする川崎くんが、なんだか可愛く見えてくる。グーテクリータの会社で今の地位まで上り詰めようと思えば、出過ぎるくらいでないとダメなのかもしれないし。

「川崎くんってば、本当に気にしないでよ。それより、料理も運ばれてきたことだし、せっかくだから満喫しよう。料理も、パーティーの参考になるでしょ？」

　私がそう言うと、彼は僅かに微笑んだ。

「そういうところも、変わってないんだな」

「え……？」

　彼の言葉の意味が分からなくて首を傾げてみたけれど、それ以上なにも言ってくれなかった。私の変わっていないところって、いったいなに……？

















二　進み始めた時間












「グーテクリータの担当さんと、夕方に会うの？」

　金曜日、川崎くんとの待ち合わせへ向かうため、退社準備をしていると加奈子に声をかけられてドキッとする。

　川崎くんと初めての打ち合わせのあと、加奈子は担当がどんな人だったか聞いてきた。イベント内容が婚活パーティーだったこともあり、担当の営業部長がどんな人だったのか、とても気になっている様子だった。

　だけど私は、彼の話をすることができずに誤魔化している。同じ年齢の有能な部長、そう伝えただけだった。

「うん。パーティーが夜ってこともあって、会場の雰囲気を見ておきたいからって。先方の要望なのよ」

（嘘は言っていない……はず）

　内心後ろめたさを感じながらも、加奈子に笑顔を見せる。少しでも動揺した素振りを見せると、しつこく追及されそうだったからだ。

「へぇ。それで、わざわざ直帰の予定で？」

　どこか不審がっているようで、加奈子は私の顔を覗き込んだ。

「だって、仕事だもの。結構、先方は気合いが入ってるみたい」

「ふぅん。で、営業部長ってイケメンだったんだっけ？」

　そこは、前回の質問で曖昧に濁した部分だ。川崎くんのことは、素直にかっこいいと思う。性格だって、人気があるだけの人だったと改めて感じた。

　だけど、それを口に出すのはとても恥ずかしくてできない。きっと、顔に出てしまうから。

「うん。まぁ……。でも、見た目の好みなんて人それぞれだし」

「たしかにね。でも、もしいい人で仲良くなったら紹介してね」

　加奈子は茶目っ気たっぷりに、私にウインクをしてみせる。そんなに彼氏が欲しいのかと、若干尻込みしつつ苦笑しながら頷いた。






　約束の十七時にフレンチのお店の前へ行くと、ほぼ同じタイミングで川崎くんがやって来た。

「坂井、お疲れ様」

「お、お疲れ様……」

　まだ業務中なのだから、変に緊張する必要はない。それは分かっているのに、彼を前にすると必要以上に意識をしてしまう。

「お店の外観は、こっちのほうが上品だな」

　さっそく建物を見渡した川崎くんが、そう言った。特別に感じているのは私だけで、彼はなんとも思っていないのに。本当に、恥ずかしくなってくる。

「そうね。白亜の建物って感じ。イタリアンのお店のほうが、アットホームではあるかも……」

　川崎くんからの要望には、やっぱりイタリアンのほうが合っている気がする。こっちのお店も素敵だけど、かしこまった雰囲気が強い。

「坂井もそう思う？　俺も同感。あのイタリアンのお店にしようか」

「川崎くんが納得してくれているなら、それがいいと思うわ。じゃあ、さっそく本予約の連絡をするわね」

　ここのレストランについては、イメージと違っていたときのことも考えてお店の予約はしないでおいた。こんなにあっさりと会場が決まったのだから、それで正解だったと少し自信になる。

　バッグからスマホを取り出すと、お店に電話をかける。偶然にも、最初に応対してくれた女性店員さんが出てくれ、話がスムーズに通った。

「よし！　バッチリよ。あとは、料理決めね。それから、ゲームみたいなイベントも考えるでしょう？」

「そうだな。その辺りの詳しい内容も、坂井と会って決めることは可能？」

「もちろんよ。川崎くんの仕事の都合になるべく合わせるから、遠慮なく言ってもらえれば……」

　手帳をバッグから取り出すと、その腕を彼に掴まれた。触れられたことで、体が飛び跳ねそうなくらいに驚いてしまう。

「それって、仕事だから気を遣ってる？　それとも、俺とは知り合いだから？」

「え……？」

　手から手帳が滑り落ち、バッグの中に再び収まった。

「坂井は、もうなんとも思ってないだろうけど……」

「か、川崎くん……？」

　なにが言いたいの……？　鼓動が一気に速くなる。気持ちを抑えなければと思うのに、心は素直に反応した。

　戸惑っていると、川崎くんは腕時計で時間を確認している。そして、私を真っすぐ見つめた。

「坂井の定時は何時？」

「十八時よ……」

「じゃあ、もう終わりだな」

　川崎くんは私の腕を引っ張ると、人の少ない路地に向かった。といっても、すぐ側は大通りで、車が激しく往来している。薄暗くなった街には、ネオンが輝き始めた。

「ねえ、川崎くん。どうしたの？」

　ドキドキと、鼓動が速くなるくらいに緊張している。怪訝な顔を向けると、彼にそっと頬を触れられた。左頬が、一瞬にして熱くなる。
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「高校二年のとき、俺をフッたの覚えてる？」

「う、うん……」

　やっぱり、川崎くんは今でも怒っている……？　でも、それなら私の頬に触れているのはなぜ？

「俺さ、あのときのことに今でも未練を持ってる」

「え……？」

　思いがけない川崎くんの言葉に、あ然としてしまう。彼が、私に未練を持っている……？　簡単には信じられないことで、口を噤つぐんでしまった。

「坂井のことを、本気で好きだったんだ。なあ、もう一度チャンスをくれないか？」

「どういう……こと？」

「忘れなければいけない思い出だと、ずっと言い聞かせていた。だけど、こうやって俺たちは再会できた。それは、きっと偶然じゃないと思ってる」

「川崎くん……」

　彼の表情と口調があまりに真剣で、簡単には返事ができない。

「坂井、俺は今でもお前のことが好きだ。付き合ってほしい」

「あ、あの……。でも、今は……まだ仕事中だし」

　もしかして、川崎くんが今夜直帰の予定で会おうとしたのは、告白を考えていたから……？

「定時は過ぎただろう？　俺もなんだ。だから、ここからはプライベートの時間……」

「あっ、だからさっき……」

　時間を確認したのは、このためだったのか……。それなら川崎くんは、ずっと告白を頭に入れていたということ？

　彼の想いに、心は大きく揺れていく。あのときだって、川崎くんのことが好きだった。だけど、あまりにも自分とは違う人だったから、恋心を認めることすらできなかった。

　私は、川崎くんに釣り合う女性ではない。そう考えていたから……。

「坂井は変わってなかった。そこに、安心したよ」

「でも、会ったばかりのときは、結構厳しいこと言ってたよ……？」

　あのときは、自分の性格にダメ出しをされたような気分だった。恐る恐る見つめると、川崎くんは頬に触れていた手を離し小さな笑みを浮かべた。

「だって、坂井は自分を分かっていないから。本来のお前って、控えめなだけで地味じゃない。周りをよく見ていたし、さりげなくクラスのフォローをしてたじゃないか」

「私が……？」

　彼と同じクラスだったとき、そんな特別なことをしただろうか。思い出してみても、心当たりはない。

「そうだよ。クラスの行事ごとのとき、普段の生活のとき。坂井は輪の中に入ってくることはなかったけど、いつもフォローをしていた。文化祭のときは、必要な道具をお前が全部揃えてた」

「そうだっけ……？」

　たぶん、自分ができることはささやかなこと、そう思ってやっていたと思う。特別感はなかったから、はっきりと覚えていない。

「そうだよ。クラスのどこかで些細な言い合いがあると、坂井は仲裁に入ってた。それがあまりに自然だから、みんな印象に残ってないんだよ。押しつけがましさもなくて、納得できる意見を言ってた」

「川崎くん、そんなに見てたの？」

　仲裁というのは、かすかに覚えている。でもそれは正義感とかではなく、人が言い合っているのを見るのが苦手だからだ。

「見てたよ。控えめな坂井が気になって、気がついたら好きになってた。坂井が周りに気を遣うところとか、なにげに前向きなところとか笑顔とか。再会して変わっていないところがたくさんあって、本当に安心した」

「川崎くん、ありがとう……。でも私、きっと川崎くんが思っているほどいい人じゃないと思う」

　どうすれば、自分に自信がつくのだろう。彼の言葉はとても嬉しいのに、受け入れる勇気がない。

　私が川崎くんの彼女……？　それだけは、あの頃と同じように想像がつかない。

「いい人だとは思ってないよ。坂井だと思ってる。それだけじゃ、ダメなのか？」

「川崎くん……」

　川崎くんの言葉は、私の心の奥深くに入り込んでいく。彼の〝坂井だと思ってる〟のセリフが、心に染みるようだった。

「もう、後悔したくないんだ。どうしてあのとき、あっさり引いてしまったんだろうと。もっと、お前を押せばよかったと何度思ったか」

「私……、自信がないの。本当に、あなたの隣に立っていていいのかって思ってしまって……」

　素直になれたら、どんなにいいだろう。もっと自信を持てたら、私はどれほど幸せを感じられるのだろう。勇気が、持てない……。

「坂井はとても優しくて、俺こそお前を手に入れられるのかなって思うくらいだ。だけど、もうそんな遠慮はしない。九年越しの想いを、受け止めてほしい」

　真摯に見つめる川崎くんから視線が外せず、鼓動だけがどんどん速くなる。高校生のとき、本心とは違う答えを出していた。

　だけどもう、素直になっていいのだろうか。川崎くんの想いを、受け止めた先にある私の未来はどんなものなのだろうか。

「本当にいいのよね？　後悔……しない？」

　それでもまだ、はっきりとイエスと言えない私に、彼は優しい笑みを向けた。

「後悔するくらいなら、昔の話を持ち出してまで告白しない。俺と付き合ってくれるってことでいい？」

「……うん」

　小さな声で返事をした私の手を取り、彼は自分のほうへ引き寄せる。そして、耳元で囁いた。

「抱きしめたいけど、ここでは我慢する。俺のマンションへ来ないか？」

　それがなにを意味するのか、恋に奥手の私でも分かる。戸惑いはあるけれど、彼に限って変なことをしてくるなんてことはないだろう。迷いより、彼と一緒にいたいと思う気持ちが勝って返事をしていた。

「うん……」

　川崎くんがずっと想ってくれていた。そして、私も彼を忘れられずにいた。それがすべてだから……。

「茉莉って、呼んでいい？」

　川崎くんは私の手を握ると、そう言った。二十六歳にもなって、手を握られただけでこんなに恥ずかしくなるなんて……。

「うん、いいよ……。ねえ、川崎くんの家ってどこなの？」

「この先のマンションだよ。歩いても十分くらい」

「そうなんだ……」

　十分だと、まだまだ中心地だ。オフィス街からも繁華街からも遠くない。その辺りにあるマンションといえば、どれもタワーマンションの高級なものばかりだけれど……。グーテクリータの営業部長なら、そういうところにも住めるのか。

　あれこれ考えていると、ふいに川崎くんの指が私のものと絡まる。包み込まれているような感覚で、ドキッとしてしまった。

「涼真……って、呼んでくれない？　いつまでも〝川崎くん〟だと、調子狂うから」

　少し照れくさそうな彼が、不思議と可愛く思える。私たちは、お互いの呼び方ひとつにしても確認し合う仲なのだ。

　遠回りした私たちの恋は、九年越しに結ばれた……。

「そうだよね。なんか、距離を感じちゃうし。じゃあ……、涼真くんって呼ぶね」

　そう口にしたら、恥ずかしさが込み上げる。急展開についていくのがやっとだけど、それでも今小さな幸せを感じている……。






　彼のマンションは、やっぱりタワーマンションだった。周りには同じようなマンションがいくつかあり、その中でもよりオフィス街に近い場所にあった。

　途中、洋食のお店でテイクアウトをして部屋へ上がる。広々としたロビーを抜けて、エレベーターで五十二階まで上がった。

「なんだか、同級生だったかなって思うくらい、涼真くんは随分先を歩いているのね」

　彼の部屋は最上階で、廊下を進むとドアが見える。

「先なんて行ってないよ。茉莉は、そういう考え方はやめたほうがいい」

　ドアを開けた涼真くんに促され、玄関を上がった。

「ご、ごめんなさい。つい……」

　油断をすると卑屈になる。いくら涼真くんが受け入れてくれたからといっても、ここは直さないといけない部分だ。

「茉莉がそんなことばかり言うなら、自信を持てるようにしてあげるよ」

「え？　どういう意味？」

　次の瞬間、涼真くんが私を抱きかかえてきたから途端に赤面した。彼の体に包み込まれていること、そして顔が近いことが恥ずかしい。

「りょ、涼真くん下ろして……」

「嫌だよ。このままお前を連れていく」

　そう言いながら、彼は廊下を進んでいく。

「どこへ……？」

「寝室。誰の目も気にしなくていいんだ。少し、茉莉と話がしたい」

「寝室で!?」

　なにも、寝室でなくてもいいのではないかと思うけれど、涼真くんは廊下を曲がり奥のドアを開けた。そこは大きな窓があり、ネオンの景色が見下ろせる。

　窓の近くには、キングサイズのベッドが置かれていて、そこへ優しく下ろされた。

「綺麗だろ？　リビングからの眺めも最高なんだけど、ここは角度のよさと窓のほどよい大きさでロマンチックに見えるんだ」

　ベッドサイドのライトがつけられた。私たちの周りだけが、オレンジ色に柔らかく照らされる。それが余計に夜景を際立たせて、言葉どおりロマンチックだった。

「本当に素敵……。やっぱり高層階だから、景色が一望できるのね」

　窓際に立つと、本当に夜の街が宝石のように見える。安全のためか、開けることはできないらしい。

「そう。向こうの窓からはバルコニーに出られるんだけど、ベッド際の窓は景色を眺める専用の窓なんだ」

「えっ？　そうなの？」

「たぶん。俺が、単にそう思ってるだけなんだけど」

　クスクス笑う涼真くんからは、高校生の頃のちょっぴり悪戯っ子の面を彷彿させる。だけど、笑った顔は確実に甘く色っぽさがあり、彼が大人の男性だということも自覚させた。

「涼真くんと一緒にいると、懐かしさと新鮮さと両方を感じるの。時々、高校生の頃のあなたを見たかと思ったら、私の知らない一面を見せてくれたり……」

　それとも、知らない彼も昔からいたのだろうか。二人だけの特別な時間を過ごせていたなら、それをもっと早く見つけることができたのだろうか。今、私の胸に渦巻いている気持ちは、後悔と期待と欲張りな思い……。

　涼真くんを拒んだ過去に対する後悔と、これからどんな彼を見ることができるのかという期待。そして、もっともっと涼真くんを知りたいという欲望。

「俺も、同じことを思ってた。変わらない茉莉と、変わった茉莉。会えない間に、お前はとても綺麗になってる。抱きしめてもいい？」

「うん……」

　ドキドキしながら答えると、彼の逞しい腕が私を包み込んだ。涼真くんの体温を感じると、心の中まで温かくなっていく。彼の背中に手を回し、しばらく胸に顔を埋めていた。

「茉莉って、小さいんだな。肩とか、こんなに薄い」

　さらにぎゅっと抱きしめられ、鼓動がどんどん速くなる。そして、体が火照ってきた。

「そう……なのかな？　ちょっと、恥ずかしいけど」

　彼に言われると、どんなことでも意識してしまう。そして、この温もりから離れがたくなってしまっていた。

「茉莉、嫌なら遠慮なく言ってほしいんだけど」

「うん、なに？」

（なんだろう、改まって……）

「抱きたい……」

「えっ？」

　彼の言葉に、少なからず動揺してしまう。そして、冷静に考えてみればそう思われても不自然ではない。

　誘われた先が涼真くんのマンションで、しかも夜の寝室で……。

「びっくりしたよな。焦ってるかもしれない。だけど、独り占めしたいんだ。九年間分の想いが止められない」

　私の体を離した涼真くんは真剣そのもので、胸がぎゅうっと締めつけられる。不安はあるけれど、彼を拒む気持ちが湧いてこなかった。

　きっと私も、九年間分の失った時間を早く埋めたいのかもしれない。

「うん……。まるで、夢を見ているようだけど」

　ドキドキする……。私を見下ろす彼の目が優しくて、でも強く見つめていて想いの大きさを感じられるから。

「俺も同じだよ。まさか、茉莉とこんな風になれるなんて。お互い、これは夢じゃないって感じ合おう」

　ゆっくり彼の顔が近づいてきて、思わず手で制してしまう。涼真くんは、怪訝な顔を私に向けた。

「なに？」

「あ、あの……。実は、なにもかも……、初めてなの」

　この年でまったく経験がないというのは、さすがに涼真くんもドン引きするかもしれない。不安はあるけれど、隠しておけないことだから正直に話した。

（どんな反応をされるかな……）

　あ然とする彼を恐々と見つめていると、フッと柔らかい笑みをこぼされた。

「じゃあ、俺が最初で最後。分かったな？」

「え……？」

　再び顔が近づき、彼の唇がゆっくりと重なった。温かい彼の唇は、私の心を少しずつ溶かし緊張を払いのけていく。

　ああ、これがキスというのか。すごく不思議。唇を重ねているだけなのに、幸せな気持ちになれる──。

「んっ……！」

（な、なに!?　舌が、舌が入ってきた！）

　堪らず体を押し返そうとすると、涼真くんは腕を掴みそれを制する。そして、さらに舌を私の口腔内に押し入れ絡めてきた。

「はぁ……ん。んんぁ」

　自分が、こんなはしたない声を出すなんて思わなかった。羞恥心が込み上げるけれど、抑えることはできなかった。

「茉莉、どう？　初めてのキスは」

　唇を離した涼真くんが、目を細めて見ている。キスだけで、すっかり頭がボーっとした私はすでに呼吸が乱れていた。

「もう、なにも考えられないかも……」

「それでいいよ。余計なことを考えず、俺についてくればいい」

　それが一番、難しそうだ。不安げに彼を見ていると、クスッと笑った涼真くんが、私のシャツのボタンを外し始めた。

　ボタンが一つずつ外れていき、彼の手が背中に回るとブラジャーのホックが外れる。顕わになった乳房を、筋張った手が包み込んだ。

「アッ……。はぅ……」

　温もりが、尖端から染み込んでいく。指に力を入れられ、揉みしだかれる。鈍い痛みと刺激に、腰が浮かび上がった。

「んはぁ。あっ……んっ」

　胸に触れられるだけで、こんなにも気持ちいいなんて知らなかった。涼真くんだから、こんなに感じるのだろうか。

「茉莉のココ、硬くなってる」

　そう言った彼は、指で乳房の尖端を弾く。その瞬間、背筋に電流が走ったような衝撃を感じ、体が跳ねた。

「あっ……はぁん」

「感じちゃう？　じゃあ、これは？」

　涼真くんは乳房を口に含むと、舌の腹で尖端をなぞっていく。そして強く吸い上げられて全身が疼いた。

「んはぁ。そんなに……、強くしたら……」

（なんだか……、ショーツが冷たい）

　もう、自分じゃないみたい。秘部に感じる感触は、自分の溢れ出る蜜だと分かり、さらに気持ちが高まった。

「強くしたら、もっと感じる？　こっちがどうなっているか、確認しちゃうよ？」

「そ……んな、恥ずかしいこと……言わないで」

　次は、なにをされるのだろう。彼の言うとおり、私は愛撫に感じている。涼真くんに触れられるたび、全身に刺激が走った。

　涼真くんは体を少し下にずらすと、手を伸ばしショーツの中へ滑り込ませた。そして、割れ目に指をなぞらせる。

　ぬるっとした秘部は、彼の指を容易く滑らせた。蜜口の中に入り込みそうで、刺激的な緊張感がある。

「うんぅ。そ、そんな場所を触るなんて……」

　身をよじっていると、涼真くんにクスッと笑われた。

「ここが、一番大事なところだろ？　茉莉をもっと感じたい」

　そう言ったかと思うと、彼は顔を茂みに埋めて舌先を蜜口に入れる。溢れる蜜を吸うように、彼の唇が吸いつく。

「んはぁ。はぅ……ん。き、汚いよ……」

「汚くないよ。そのままの茉莉を感じたい」

　彼はまったく躊躇することなく、舌で膣内を舐め回していく。彼の舌と膣の中が絡み合い、くちゅっと厭らしい音が聞こえた。

「あんっ……。んふぅ」

　膣壁に、舌をツンツンと突かれる。そのたびに、腰が小さく跳ねた。

「茉莉に早く挿れたいから、もう挿れていい？」

「う、うん……」

　改まって言われると、とても恥ずかしい。それに、どんな感じなのだろう。彼の舌はすでに入っていたけれど、それとは全然違うということ……？

　なにもかも初めてで、このあとどういう風に受け止めていいのか分からない。涼真くんが離れたのが分かって、私も上体を起こした。

「ちょっと待ってね。これ、付けるから」

　服をさっと脱いだ涼真くんは、手を伸ばし近くの棚の引き出しを開けると避妊具の入った箱を取り出した。

「あっ、これは別に他の子で使ったわけじゃないから。一応、持ってただけ」

　私がじっと見ていたからか、涼真くんは苦笑しながら言い訳をしている。未開封の箱からひとつ、避妊具を出した彼がそれを装着した。

「本当だって。怪しんでる？」

「う、ううん。そうじゃなくて……」

　私が驚いているのは、避妊具に対してではない。目の前に映る彼の体と肉棒が、私には初めて見るものだったからだ。

　涼真くんの胸は程よく筋肉がついていて、胸板が厚い。それに、なにより大きくそそり立った肉棒から、目が離せなかった。

（あ、あんなに太くて硬そうなものが、どうやって私の中に挿はいるの……？）

「誤解してない？　それならいいけど。なあ、茉莉。せっかくだから、俺の上に乗ってみる？」

「う、上!?　そんなの無理よ。私、初めてだもの」

　慌てて両手を振ると、涼真くんはクスッと笑って私の腰を持ち上げた。そして、優しく臀部を撫で回す。

「はぁ……ん。だ、だめ……」

　彼に触れられると、体が疼いて仕方ない。ぞくっとする快感を覚えながら、彼の屹立の尖端が蜜口に当てられた。

「あっ……！」

「びっくりしなくていいよ。きっと、最初は痛いだろうから、ゆっくり挿れていって」

「こ、このまま？」

「そう、このままゆっくり……」

　彼に跨る自分が恥ずかしいけれど、涼真くんの優しい眼差しが私の心を素直にさせる。ちょっと怖くもあるけれど、彼の言うとおりゆっくりと腰を下ろしていく。

　本当に、こんな太い棒が入るのだろうか。緊張していると、少しずつ彼のモノが入っていくのが分かった。

　下腹部に感じる重みと、鈍い痛み。途中から、ズキンと強い痛みが走り思わず膣から屹立を抜きそうになる。

　すると、彼が私の腰を持ってそれを制した。

「怖がるな。このまま挿れれば、全部入るよ」

　少し呼吸を乱す涼真くんが、私の腰を下ろしていく。痛みを感じながらも、硬く反り立った肉棒がすべて入った。

「んぁぁ……」

　痛みは残るのに、彼が腰を上下に動かすたびに体の奥から気持ちよさが込み上げる。

（これがセックスっていうの……？　本当に、気持ちいい……）

　彼とひとつになっているというのが、言葉にならない満足感になる。九年前の私では、今のこの状況を想像すらできなかったのだから。

「はんぅ。んぁ……。うんぅ」

　肩で大きく息をしながら、彼の体を抱きしめる。この体勢は、やっぱり私には難しい。だけど、彼は動きを止めるどころか、私を抱きしめてさらに速く屹立を打ちつけてきた。
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「んはぁ。あんぅ。くっ……ぅ」

　彼の屹立が、膣の中を掻き混ぜるように動いていく。時折強く突かれて、体が大きく跳ねた。

「はぁん……。りょ、涼真くん……」

　もうなにも考えられないほどに、快感でいっぱいになる。恍惚とする私を、彼も息を乱しながら満足げに見ていた。

「初めてなのに、感度がいいな。こんな風にしたら、もっと気持ちよくなるかも」

「え？」

　涼真くんは腰を動かしながら、乳房を両手で押し上げた。谷間に顔を埋め、尖端を交互に吸いつきながら愛撫を続けていく。

　尖がりを舐めながら、彼の手は乳房を揉みしだいた。

「はんぅ。アアッ……。ンアァ」

　体中を攻められて、力がどんどん抜けていく。涼真くんの屹立が奥を突くたびに、蜜が溢れ絡み合う音が聞こえた。

　ベッドが軋む音も大きくなり、力が入らなくなった私は、涼真くんにもたれかかるように体を倒す。

「涼真くん……、もうだめ……」

　激しく突かれながら、艶めかしい声が漏れていく。彼は乳房を大きく揉み上げながら、さらに腰の動きを速くした。

　涼真くんは肩で大きく息をしながら、体が汗ばんでいる。乳房から臀部へ移動した彼の手が、大きく撫で回した。

「はぁん……。あんぅ。んぁ……」

「俺も、もう限界かも。そろそろイクよ」

　私の腰を持ち、さらに膣の奥を突いていく。私の体は、彼の屹立と蜜が絡み合う粘着質な音を立てながら上下に大きく揺れる。

「ンンアッ！　アンッ。アンッ」

　彼とひとつになることが、こんなに満たされるものだなんて……。言葉にならない高揚感と刺激に、理性はどこまでも飛んでいった──。






「茉莉って、思ったよりエロいんだな」

「えっ!?　な、なに言うのよ」

　彼との初めてのセックスの余韻も冷め切らないうちに、シャワーで汗を流した私たちはテイクアウトした料理を堪能している。

　キッチンはとても綺麗に使われていて、最初はきっと料理をしないのだろうと思っていた。だけど、さっき冷蔵庫を開けたとき、しっかりと材料が入っていることに感心してしまった。

　涼真くんは、休日は自分で料理をするらしい。そんな姿は高校生の頃には想像もできなくて、九年間の空白の時間は長いものだったのだと改めて感じた。

「だって、初めての割にはかなり感じてただろう？」

　ニヤッとする彼に、私は恥ずかしさを隠さず軽く睨んだ。

「それは……、涼真くんが上手だからでしょ？」

　憎まれ口を叩く私は、やっぱり恋が下手くそだ。せめて、恥じらいを見せてなにも言えないほうが可愛い。

「違うよ。俺のことが、好きだからだ」

　自信たっぷりに言われて、言葉が出てこない。恥ずかしくて黙っていると、涼真くんにクスクス笑われた。

「俺は茉莉が好きだから、理性飛んでたよ。今まで見たことのない一面が見られて、すごくよかった」

　そんな風に言われたら、照れくささと嬉しさが入り混じる。私は自分が思うよりずっと、彼に愛されているのかもしれない。きっと、高校生のときから……。

「涼真くんの言うとおりよ。だって、すごく心が満たされたの。それは、単に……、その……、エッチが上手だったからとかじゃなくて……」

　顔が熱いから、きっと赤くなっている。彼はさらに目を細めクスッと笑うと、テーブルの上から私の手を握った。

「少しは自信が持てた？」

「え？　うん。とても……。世界が違って見えるみたいよ」

　彼が言っていた『自信を持てるようにしてあげる』って、そういうことだったんだ……。涼真くんの愛情を感じることが、自分に変化をもたらすことになるなんて想像もしていなかった。

「よかった。なあ、今夜は泊まっていかないか？」

「泊まる……？　でも、メイク道具もないし」

　お泊りを提案されて、ドキッと胸が高鳴る。このまま、朝まで涼真くんと一緒にいられたら嬉しいけれど……。

「俺は、すっぴんの茉莉も可愛くて好きだけど」

「涼真くん……。ありがとう。そう言ってくれるなら、甘えちゃおうかな」

（そっか。涼真くんには、飾らなくてもいいんだ……）

　想像をすると、なんだかくすぐったい思いがする。彼からの告白も、彼との初体験もそしてお泊りも急展開だけど、彼と一緒の時間を考えると胸が躍った。

「よし、決まり。今夜は、茉莉とたくさん話がしたいんだ。九年間の空白の時間、いっぱい埋めていきたい」

「うん。そうだね。私も、そう思うよ」

　自然と頬が緩んで、笑顔がこぼれる。ずっと心に引っかかっていた思い出が、こんなにも愛おしいものに変わるなんて思ってもみなかった。

















三　縮まっていく距離












（うわぁ。涼真くんの匂いがする……）

　着替えもなかったから彼からシャツとハーフパンツを借りて着てみると、甘い香りがほのかに匂った。まるで、涼真くんに包み込まれているようでドキドキする。

「ハハハ。茉莉には、大きかったな。でも、結構似合ってるじゃん」

「そ、そう？」

　半袖は七分に、ハーフパンツはロングに変わっている。いかにも〝彼からの借り物〟という感じで、照れくさい。

　それに、なにげにペアルックになっているし……。

「ああ、似合ってる。ほら、おいで」

　先にベッドに入った涼真くんが、布団をめくると手招きをした。ついさっき、ここで彼とセックスをしたのかと思うと、途端にあの甘い時間が蘇って意識をしてしまった。

「うん……。じゃ、じゃあ、お邪魔します」

　ベッドに上がると、彼が布団をかけてくれる。二人で入るベッドは、とても温かく感じられた。

「ベッドサイドの明かりだけにするよ」

　室内のダウンライトが消されると、窓から見える夜景が際立つ。さっきは涼真くんに夢中だったけれど、今はじっくりと眺める余裕ができた。

「ベッドからでも見えるなんて、すごくロマンチック」

　ベッドの高さがあるからか、寝たままでも景色を眺められる。彼は今までも、誰かと見たのだろうか。

　余計なことを考えてしまったのを、頭から吹き飛ばした。

「そうだな。全然、気づかなかった」

「えっ？　な、なんで？」

　思わず、涼真くんの顔を見る。すると、彼は苦笑しながら言った。

「だって、普段はベッドでも仕事してて、眺めるのはタブレットだけ。今、茉莉と眺めながら、こんな綺麗な景色だったのかって気づいた」

「そうなんだ……」

　それを聞いて、こんなにも嬉しいと思うなんて自分でも驚いてしまう。この景色を一緒に見た人はいなかった。それが分かったら、まるで彼を独り占めしているみたいで胸が高鳴る。

　もしかして私、独占欲が強いのかも……。

「そういえは、涼真くんは婚活パーティーの担当だったり、本業以外にも忙しいよね」

　どういう経緯で、彼が担当者になったのだろう。それは、ずっと疑問に思っていた。

「楽しそうだなと、思ったんだよ。そもそも、きっかけは俺の家だったし」

「ここが？　どういうこと？」

「実は、三ヶ月前くらいに、会社の部下が数人来たんだ。リビングからの夜景を見て、ロマンチックだって話になってさ。〝一人は寂しい〟からの、婚活パーティーの提案に結びついて」

　クスッと笑う彼に、私は素朴な疑問を口にした。

「部下の人たちって、みんな男性？」

　私は、なにを気にしているのだろう。こんな質問は、彼をげんなりさせてしまうかもしれないのに。

　だけど涼真くんは、目を細めて笑顔を見せた。

「そういうの、気にしてくれるんだ？」

「えっ!?　だ、だって……」

　私は、ヤキモチを妬いている。それを自覚して、恥ずかしくなった。今でも、涼真くんと付き合うことになった自分が信じられないくらいなのに。

　嬉しさもあるけれど、同じくらいに不安もあった。

「安心しろ。みんな男だ。それに、俺は茉莉が思っているほど軽い男じゃない」

「ち、違うの！　そんな風に、思ってたわけじゃないのよ。ただ、まだ自信がないというか。ごめんなさい、いつまでもウジウジしていて……」

　彼は華やかで人気者でも、けっして軽薄な人ではないことは十七歳の頃から知っている。結局は、自分の問題なわけで……。

「謝るなよ。本当のこと言うとさ、俺も実は自信がない」

「涼真くんが？　いったい、なにに……？」

　訝いぶかしげに見ていると、涼真くんが優しく髪を撫でてくれた。彼に触れられていると、胸がキュンと締めつけられる。

「茉莉に。どれくらい、お前の心を繋ぎとめていられるのかなって。もしかして、優しくて大人の男が現れたら、あっという間に奪われるかもとか考えてしまう」

「そんな、そんなことないわよ。絶対に、そんなことしない」

　思わず起き上がると、彼も一緒に体を起こした。眉を下げて、バツが悪そうに微笑んでいる。

「俺の問題なんだよ。茉莉を信じてないわけじゃない。ただ、やっぱり一度フラれてるから」

　肩をすくめる彼を見て、胸が苦しくなってくる。私が彼に対して感じる不安とは、きっと全然違う。私は、ただ自分に自信がないだけだ。

　だけど彼は、傷ついた過去を忘れられないでいる……。

「涼真くん、違うの……。違うのよ」

　深く考えたわけではない。勝手に体が動いていて、気がついたら彼の唇にキスを落としていた。

「茉莉……」

　目を見開く涼真くんは、私からはおよそ想像もできなかっただろう行動に驚いていた。

「あのときも、自分に自信がなかったから。本当は、涼真くんが好きだったのに。だけど、私が隣に並んでいいのかって考えちゃって」

「そんなこと、考えてたのか。でもそれは、俺も一緒だよ」

　彼は両手で頬を包み込むと、優しく唇にキスを落とした。ちゅっと小さな音が、私の胸を大きく躍らせる。

「どうして、涼真くんが？　私と並んで、見劣りするものなんてないのに」

「また、そういうことを言う。それはお前のいけないところ」

「あ、ごめんなさい……。なんだか、癖みたいになっちゃってる」

　軽く額を突かれて、バツが悪い思いで彼を見た。

「まったく。茉莉は、とても優しいし、周りのことを静かに見てる。それを知ってたから、俺みたいなうるさそうな人間が側にいたら、茉莉のよさを潰すかなとか考えてたよ」

「そんな……。絶対に有り得ないよ」

「そっくりそのまま、俺がそのセリフを返す」

　そう言われて、思わずふふっと笑ってしまう。涼真くんもまた、穏やかな笑みを見せていた。

「そろそろ、寝ようか。明日もたっぷり、一緒にいよう」






「ん……」

　ふと目を覚ますと、涼真くんの寝顔があって一気に眠気が吹き飛んだ。

（そうだった……。昨夜、涼真くんと……）

　思い出すと、顔から火が出そうになる。あの夜は、夢だったのではないか……。そんなことを考えた瞬間、鈍い痛みを感じる秘部が昨夜は現実だったと教えてくれた。

（なんだか、照れくさいな……）

　昨日は、気持ちも昂ぶっていたけど、こうやって冷静になってみるといろいろ恥ずかしかったと思う。

（やっぱり、忘れちゃお）

　思い返せば返すほど、顔が赤くなっていくようだ。頭を思い切り横に振って、動揺を打ち消した。

「それにしても、涼真くんの寝顔って綺麗……」

　口に出てしまうほど、彼の寝ている姿にも目を引かれる。まつ毛が長く、肌はきめ細かい。静かな寝息を立てていて、このまま起こさずベッドを降りようと決めた。

　涼真くんが目を覚ましたときに、朝ごはんを用意しておきたい。でも、勝手にキッチンを使うわけにはいかないし……。

「そうだ！　なにか買ってくればいいんだわ」

　この辺りなら、お店はいくらでもあるはずだ。メイク直し用に持っていたパウダーとアイブロウ、そしてリップだけの簡単なメイクをすると、マンションを出た。少し歩いてみると、コンビニやスーパーがある。午前七時で開いているところはコンビニだけれど、なんだか芸がない。

　初めて一緒に過ごした日の朝なのだから、もう少しなにかないだろうか。辺りを見回してみると、青いテントの小さなお店が見えた。

　女性客が多く、入り口まで人が溢れている。香ばしい匂いがしてきて、そこがパン屋だと分かった。

「手作りパン……。ここにしよう」

　看板には、全商品手作りと書いてある。店内に入って見てみると、種類は多くないけれど、どれも丁寧に作られていて美味しそうだった。

「涼真くん、どんな味が好きかな？」

　記憶を辿ってみると、たしか高校生の頃に学食で焼きそばパンをよく買っていた気がする。でも、女性ウケのいいお店らしく、そういったラインナップはないようだ。

　どうしようか……。トングとトレーを持って悩んでいると、桃が乗った総菜パンが目に入った。

　数量限定という言葉と、涼真くんが時々甘いパンを買っていたのを思い出す。それを二つ買うと途中でコンビニに寄り、コーヒーを買ってマンションへ戻った。

「涼真くん、喜んでくれるかな」

　彼の反応を想像すると、楽しみになってくる。足取り軽くエントランスに入ろうとして、ようやく自分が中へ入れないことに気づいた。

「鍵がない……」

　セキュリティがしっかりしているこのマンションは、指紋認証かカードキーがないと入り口が開かない仕組みになっている。

（ど、どうしよう……）

　彼を起こすのは不本意だけど、電話をして開けてもらおうか。そう思いバッグの中を探しても、スマホは出てこない。

「嘘……。忘れた……」

　そうだ。昨夜リビングテーブルに置いて、そのままになっている。どうやって、中へ入ればいいのだろう。

　涼真くんは、いつ目を覚ましてくれるだろうか……。入り口で立っていると怪しまれるから、どこかに座っていよう。

　近くの植え込みのブロックに腰を下ろすと、情けなさが込み上げてくる。彼のためにと思ったのに、迷惑をかけることになってしまった。

　パンもコーヒーも冷めてしまう。余計なことをするのではなかったと、自己嫌悪に陥っていたとき、エントランスのドアが開き誰かが走って出てきた。

「りょ、涼真くん!?」

　立ち上がった私は、彼の元に駆け寄る。Ｔシャツとハーフパンツで、完全なホームウエア姿だ。

　髪もところどころ寝ぐせがあり、彼が慌てて飛び出してきたのが分かる。

「茉莉……。なにしてるんだよ？　ていうか、どこに行ってたんだ？　心配しだだろ？」

　肩で息をする涼真くんは、きつい目で私を見た。明らかに怒っていて、私は小さくなるしかない。

「ごめんなさい。朝ごはんを買おうと思って、これを……」

　パン屋とコンビニの袋を差し出すと、彼は大きくため息をついた。

「そういうことだったのか。起きたらいないんだから、本当に心臓が止まるかと思ったじゃないか」

「本当に、ごめんね。鍵とスマホを忘れちゃって。中に入れなかったの」

　彼がこんなに心配するとは思わなくて、申し訳なくなってくる。きっと、すごく不安になって、探しに出てくれたのだろう。

　そっと彼の腕を掴むと、ようやく表情を緩めてくれた。

「ったく、インターホンがあっただろう？　部屋番号を押せば、チャイムが鳴るんだよ」

「えっ？　そうだったの!?」

　考えてみれば、インターホンがないと、そもそも来客が入れない。探してみればよかったのに、パニックで思いつかなかった。

　大きなため息をついていると、涼真くんが袋を手に取った。

「早く、一緒に朝ごはんにしよう。安心したら、お腹空いた」

「うん！」

　彼の笑顔に、心がほんのり温かくなる。手を繋いで部屋に戻ると、二人で朝食を取った──。






「パン、美味しかったな。桃のパンなんて、初めて食べたよ」

「そうなの？　よかった。数量限定っていうのと、桃に惹かれちゃって」

　二人で後片付けをしていると、なんだか照れくさくなってくる。まるで、新婚のようで……。

（なんて、なにを考えてるのよ）

「あ、そうだ。これを渡そうと思ったんだ。さっきみたいに焦るのは、もう懲り懲りだから」

「え？　なに？」

　涼真くんはリビングにあるチェストを開けると、カードを持ってきた。それは、この部屋の鍵だ。

「鍵があれば入れたんだよな？　だから、合鍵を渡しておく」

「えっ!?　でも、いつ使うか分からないし……」

　彼氏の家の合鍵とかには、凄く憧れていた時期もあった。だけど、いざ差し出されると簡単には受け取れない。

　手を引っ込めていると、涼真くんはムッとして眉をしかめた。

「なんだよ、その言い方。やっと茉莉を手に入れたのに、まさかこのまま簡単に手放すとでも思った？」

　ぐいっと顔を近づけられ、あとずさりをしてしまう。

「そ、そういうわけじゃないよ。ただ、いいのかなって……」

　ドキドキしながら彼を見ていると、半ば強引に顎を引き上げられた。

「いいんだよ。俺たちは、やっと恋人同士になったんだ。もう、お前を離すものか」

「涼真くん？」

　さらに顔を近づける彼に、私の心は一気にときめいた。寝顔を見たときと同じで、近くで見ると本当に綺麗な顔立ちだと思ってしまう。

　息を呑む私に、涼真くんは唇を近づけながら言った。

「俺は、お前を独占する」

　唇を重ねられ、彼の舌が中へ入ってくる。強く絡められ、息をするのもやっとだった。口端からは、唾液がこぼれ落ちていく。

「ん……。はぁ……」

　抱き寄せられ、何度もキスを交わされる。口蓋をなぞられながら、舌を強く吸い上げられた。

「あっ……。んぅ……」

　足に力が入らなくなり、倒れ込みそうになったところを涼真くんに支えられる。唇を離した彼は、不敵な笑みを見せた。

「これで分かった？　お前はこれを受け取って」

　手の平に鍵を乗せられ、軽く握った。

「うん……」

　返事をするだけで精一杯。彼の強引なまでの愛情表現は、私の心をがっちりと掴んだ。涼真くんが見せる独占欲が、こんなにも嬉しいなんて思わなかった。

「今夜は、茉莉の自宅まで送るよ。それまで、せっかくいい天気なんだし、デートしよう」

「そうね……」

　だけど、少しだけ彼の温もりを感じていたい。堪らず体を預けると、涼真くんはしばらく私を抱きしめてくれていた──。






「あっ、婚活パーティーだって」

　二人で街を歩いていると、涼真くんがふと言った。彼の視線の先には、結婚式場がある。初めてのデートは、ウインドウショッピングにしようということになり、彼のマンションでのキスのあと、私たちはショッピングエリアへと出かけたのだった。

「本当だわ。あんな場所に、結婚式場なんてあったのね」

　大通りから一歩奥へ入った路地とはいえ、人通りの多い場所だ。そんなところに結婚式場があることに驚くのに、さらに『婚活パーティー』と書かれた立て看板が見えて目を丸くした。

「去年できたばかりの式場じゃないか？　たしか、うちの社員でここで式を挙げた人がいるって聞いたことあるんだ」

「そうなんだ。じゃあ、まだ新しい式場なのね」

　つい足が進み、建物の入り口までやってきた。小さな結婚式場のようで、チャペルが併設されているけれど、それもどちらかというとこぢんまりしている。

　今日は挙式がないようで〝見学自由〟という立て看板も並んでいた。

「たしか、ここは一日二組限定の式場のはずだ。今日は、夜まで挙式はないってさ」

　涼真くんは、立て看板に小さく追記された文字を指差した。

「本当ね。それに、婚活パーティーは来週みたい。式場で婚活パーティーっていうのも、結構刺激的かもね」

（結婚式場ってところがリアルよね……）

　興味津々で看板を見ていると、彼が私の腕を優しく掴んだ。

「なあ、茉莉。ちょっと見学してみないか？」

「えっ？　ここを……？　でも、パーティーの会場は決まってるし……」

　それに、涼真くんと結婚式場を見学するのは照れくさい。きっと、結婚を考えたカップルだと思われそうだし。

「会場選びのためじゃないよ。レイアウトとか、今度の婚活パーティーの参考になるかもしれないじゃないか。せっかくだから、見てみよう」

「そっか……。そう言われてみれば、そうかもしれないよね……」

　最初の打ち合わせのとき、涼真くんは披露宴会場のような雰囲気を希望していた。見学をすれば、そのイメージがもっと湧きやすくなるかもしれない。

　門を開けて中へ入ると、すぐ目の前の建物に受付が見えた。お昼前でも、数組のカップルが打ち合わせに来ている。みんな幸せそうで、こっちも心が温かくなるようだった。

「すみません、見学をさせていただいていいですか？」

　受付で涼真くんが用件を告げると、二十代後半くらいの女性がにこやかに対応してくれた。

「はい。お気軽にどうぞ。具体的なご質問がありましたら、プランナーがおりますのでお声がけください」

「ありがとうございます」

　彼に促され、中を進んでいく。白が基調の建物で、中央には打ち合わせブースがいくつかあった。

「あっ、綺麗……」

　打ち合わせブースを抜けたところで思わず立ち止まったのは、ウエディングドレスがディスプレイされていたからだ。マネキンが着ているドレスはビスチェ型で、胸元にパールがあしらわれている。

　スカート部分はドレープがあり、純白のウエディングドレスに見惚れてしまった。

「ウエディングドレス？　へえ、綺麗だな」

　私の足が止まっていることに気づいた涼真くんが、引き返してきて一緒にディスプレイを眺めた。

　彼とドレスを見るというのは、なんとも言えないくらいに恥ずかしい。

「つい、目に入っちゃった。ごめんね、行こう」

「え？　でも、見たいんだろ？」

　彼がそう言ったとき、衣装ルームから女性が顔を出した。年配の優しそうな人だ。

「よろしければ、試着していきませんか？　今、空いていますので」

「えっ？」

　そんなつもりではなかったから、焦ってつい涼真くんに目を向けた。彼も、きっと困っているだろうと思ったからだ。

　だけど、予想に反して笑顔になっている。

「それは、いいな。茉莉、着せてもらえよ」

「で、でも……。そういうことのために来たわけじゃないし」

　あくまで婚活パーティーの参考に……と中に入っただけで、ウエディングドレスを見にきたわけではない。だけど、彼はとても乗り気だった。

「少しくらい、いいじゃないか。婚活パーティーの参考になるかもしれないし」

「えっ？　そうかな……？」

　納得しきれない部分はあるけれど、涼真くんが乗り気で流されるまま部屋へ入る。そこは室内の半分がドレスの試着スペースで、残り半分は和装の試着スペースになっていた。

　和装のほうは畳になっていて、雰囲気が出ている。

「私は、本田ほんだと申します。何着ほどご試着されますか？」

　女性から名刺を差し出され、それを受け取る。六十代くらいに見える本田さんは、ニコニコとドレスがかかったラックを見せてくれた。

「はい……。では、一着だけ……」

「あら、そんなに遠慮なさらなくていいんですよ。気になったものがありましたら、遠慮なく着てみてください。ティアラやイヤリングも合わせられますから」

「そ、そうですか。ありがとうございます」

　挙式の予定があるわけではないのに、なんだか申し訳なくなってくる。ちらりと涼真くんを見ると、興味津々でドレスを眺めていた。

　本田さんは少し下がり、私たちを自由に見学させてくれている。

「ねえ。あまり長居するのは悪いから、早く決めて試着したほうがいいよ」

　涼真くんの耳元で囁くと、彼は一着のドレスを手に取った。

「これと、もしあのディスプレイも可能なら着せてもらう？」

　涼真くんが手に取ったのは、首までレースがついたクラシカルなデザインのものだった。長袖で、肌の露出がほとんどないタイプ。ディスプレイのものとは、正反対だ。

「うん……」

　涼真くんの好みなら、それを着てみようか。彼がディスプレイのドレスが着られるかを交渉していると、本田さんは快諾して持ってきてくれた。

「どちらから、最初に着ますか？」

「じゃあ、こちらからお願いします」

　私が手に取ったのは、クラシカルなデザインのほうだ。露出が少ないから、こっちのほうが抵抗ない。その理由で選んでいた。

「かしこまりました。では、こちらからにいたしましょう」

　涼真くんは足を組んで椅子に座り、楽しそうな表情でジッと見つめている。私は照れくささを隠して、本田さんと試着室へ入った。

「雰囲気を出すために、コルセットを付けますね。そんなに締めませんので、ご安心ください」

「はい、よろしくお願いします」

（コルセットだなんて、そんなに本格的な試着なんだ……）

　本当に、ここまでしてもらっていいのだろうか。

「あ、あの。まだ、挙式をするとか決まってないんです。ここまでしていただいて、いいんでしょうか？」

　どうしても気になってしまい、本田さんに尋ねてみる。すると、彼女が言った。

「構いませんよ。今日は、たくさんの方にこの式場を知っていただくための見学会なんです。ですから、むしろいろいろ体験していただくほうがありがたいですよ」

　ニコリとする本田さんを見て、少しホッとした。ドレスは普通の服と違って着替えが難しく、ほとんど本田さんに助けてもらい着替えることができたのだった。

「このドレスなら、ティアラがぴったりですよ」

　試着とはいえ、まるで本番さながらに着させてもらい、鏡に映る自分を見て息を呑む。似合っていると自分では言えないけれど、でもいつもの私とは全然違った。

　ドレスのお陰で、少しは華やかに見えているみたい……。

「とても、綺麗ですよ。彼氏さんに見てもらいましょうね」

「あ、はい……」

　涼真くんが選んでくれたドレスだから、彼に見てもらいたいけれど感想が不安。

　ドキドキしながらカーテンが開けられ、涼真くんがサッと立ち上がった。

「茉莉、すごく似合うじゃないか」

　表情を明るくした彼は、私の側にやって来た。

「ありがとう……。なんだか、恥ずかしいけど」

「いや、本当によく似合ってる。綺麗だし、上品だ」

　彼に手を取られ、恥ずかしさで俯きがちになる。二人きりならまだしも、本田さんに見られていると思うと気恥ずかしい。

　だけど、こういう場所では珍しくない光景なのか、彼女はとても満足そうに頷いていた。

「もうひとつのドレスも、着せてもらおう」

「うん」

　なんだか本当に、花嫁になるみたいな錯覚を覚えてくる。婚活パーティーの参考に寄ったはずの場所なのに、私が婚活をしているみたい……。

　もう一度試着室に入り、ドレスを着替える。さっきはほとんど肌が見えないタイプだったけれど、これはかなり胸元が広がっている。

　肩から腕は全部出ていて、大胆なデザインだった。

「このドレスの場合は、髪をお花で飾るのもいいですよ。これは造花ですけど、本番は生花で飾れますから」

「そうなんですね。とっても可愛いです」

（だけど、このデザインは私には似合ってないんじゃないかな……）

　さっきのクラシカルなドレスのほうが、自分の雰囲気に合っている気がする。緊張しながら試着室を出ると、涼真くんの反応がさっきとは違った。

　しばらく呆然と眺めていて、ハッと我に返ったように笑顔を見せた。

「そのドレスも、綺麗だよ」

「ありがとう……」

（やっぱり、だいぶ反応が違うんだけど……）

　きっと、もっと色っぽい女性なら、このドレスを着こなせるのだろう。早く脱いでしまいたい一心で、早々に試着室に戻って私服に着替えた。






　本田さんにお礼を言って衣裳ルームを出たあと、二階にある披露宴会場と三階の神前結婚式場を見学した。

　披露宴会場は二つあり、明るい雰囲気とアットホームな雰囲気とで違っていて個性豊かな部屋だった。どちらも共通しているのは、淡いパステルカラーが使われているところだ。

　暖かな照明と優しい色合いは披露宴会場に相応しく、婚活パーティーの大きな参考になった。

　最後にチャペルを見学させてもらえたけれど、思っていたよりずっと厳かな雰囲気で、ステンドグラスから微かに差し込む光が幻想的だ。しばらくチャペル内で雰囲気を堪能したあと、私たちは教会をあとにした。

「どうだった？　少しは参考になった？」

　涼真くんの問いかけに、私は大きく頷く。

「とっても。結婚式場って、キラキラした雰囲気よね。披露宴会場は、特にパーティーのイメージが湧いてきたわ」

「それなら、よかった。今回の婚活パーティーは、結構みんな本気なんだ。気軽な合コンとは違って、最終的に目標にしているのが今行った場所」

「結婚……式場？」

「ああ。みんな、さっきの場所へ行くためにパーティーに参加する。だから、茉莉にもその気持ちを少しでも分かってほしくてさ」

　歩きながら、彼はそう説明してくれた。グーテクリータの人たちにとっては、今回の婚活イベントはただのイベントではなく、大事な行事なのだと改めて実感した。

「だから、今日はここへ連れてきてくれたのね。ありがとう。私、今度のイベントを成功させるよう頑張るわ」

「あ、いや。そうじゃなくて……」

　感動して彼を見ていると、涼真くんは若干バツが悪そうな顔をした。

「なにか、違ってた？」

「茉莉と、来てみたかったんだよ。それもあるし、婚活パーティーの参考にもなればいいと思って」

　そう答える彼を見ていると、自然と頬が緩んでくる。その気持ちが、とにかくとても嬉しかった。

「ふふ。ありがとう。ちょっと照れくさかったけど、楽しかったわ」

　ドレスは微妙だったかもしれないけれど、とてもいい経験ができたと思う。それに、好きな人と結婚式場に行くのも夢が広がる……。

「茉莉、ドレス似合ってたな」

「本当？　ありがとう。でも、二番目のほうは私に向いてなかったよね」

　思い出すと恥ずかしい。ディスプレイでは、綺麗に見えたのに……。

「そうか？　むしろ、あっちのほうが似合ってたけど」

「えっ!?　でも、涼真くんの反応はイマイチだったよ？」

　不思議そうな目で見ると、彼は顔を赤くした。

「あれは……。茉莉のスタイルがいいなと思って、見惚れてしまってたんだ」

　そう言われ、私も赤面していく。あのとき、涼真くんがそんなことを思っていたなんて考えてもみなかった。

「似合ってないから、反応に困ってるのかと思っちゃった」

「まさか。むしろ、可愛すぎ。だけど、あのとき思った。茉莉のドレス姿を、他の男のものにしたくないって」

　優しい顔をする彼に、私はますます顔を赤らめた。照れくささと嬉しさと、いろいろな思いが入り混じる。

「私も、涼真くん以外の人には見られたくないかも……」

　精一杯答えると、涼真くんは私の手をぎゅっと握った。

「かも……じゃなくて、そうなんだよ。もうお前を、絶対に離さない」

「うん……」

　握られた手に力を込めて、私たちは通りを歩いていった──。






　週明けの月曜日、出勤すると加奈子が声をかけてきた。

「ねえ、ねえ茉莉。金曜日はどうだった？　直帰だったから、気になったのよね。グーテクリータの担当さんと仲良くなったんじゃないの？」

「まさか。そんなことあるわけないじゃない」

　内心ドキッとしながら、業務の準備を進める。仲良くなったどころか、付き合うことになり更に一夜まで……。

「茉莉？　顔が赤いよ？」

「えっ!?　そんなことないわよ。気のせいよ」

　思い出したら、急に体が熱くなってきた。会社にいる間は、できるだけ涼真くんのことは忘れていなくちゃ。

「そうなの？　怪しいなぁ。今度は、いつアポがあるの？」

　含みのある目で見る加奈子に、私は苦笑した。

「来週よ。それに、私の仕事はグーテクリータの婚活パーティーだけじゃないんだから。今週は、ワインの試飲会のイベントも控えてるのよ」

　とにかく、涼真くんから話題をそらそう。彼との交際をいつまでも隠すつもりはないけれど、せめてイベントが終わるまでは話さないでおこうと二人で決めたのだった。

「そっか。茉莉ってば、上半期かなり受注を取ってきたものね。もしかして、表彰されるんじゃないの？」

「表彰？　まさか……」

　さすがにそれはないだろうと思い、慌てて否定をする。私たちの会社には、年に三回の表彰がある。それは、イベントの売上金額を表彰するもので、上半期と下半期、そして年度を通しての一位を決めるものだ。

　受注件数が多ければ、それだけ売上金額も増えるので、表彰される可能性も上がる。もちろん、一件辺りの単価が高い場合もあるけれど、それは稀だった。加奈子の言うとおり、私は上半期の受注件数が多かったから可能性としてはあり得るかもしれないけれど……。

「やっぱ、無理よ無理。もっと、たくさん受注を稼いでいる先輩とかいるし」

　もう一度否定をすると、加奈子は首を傾げた。

「そんなの分からないわよ？　上半期は、結構みんな苦戦してたしなぁ。下半期のほうが、秋の爽やかな季節とか、冬のロマンチックなイベントが多いから受注も増えるけどね」

　そんなことを言われたら、少し期待をしてしまいそう。ただ、私はけっして有能な社員ではない。

　不器用なところがあるし、同期と比べてもずば抜けて仕事ができるわけでもない。だから、あまり期待しないでおきたいけれど……。

（なんて言ったら、また涼真くんに叱られちゃうかも……）

　自然と彼のことを思い出していて、表情が緩んでしまいそうになる。そうよ、涼真くんに受け入れられたのだから、もっと自信を持たないといけない。

　背筋をピンと伸ばし、加奈子に視線を向けた。

「そうよね、分からないものね。表彰されるといいなぁ」

　今までだったら口から出なかった言葉に、なんだか自己満足でいっぱいになる。涼真くんとの再会が、こんなに自分を変えることになったなんて……。

　今夜、彼に話してみようか。どんな反応を見せてくれるだろう。






　二十時。カードをかざすと、本当にマンションのエントランスのドアが開き感動してしまった。緊張しながら中へ入り、エレベーターホールへ向かう。こんなに大きなマンションなのに、意外と人と顔を合わせることがない。そのほうが、ここに住んでいるわけではない私にはホッとできた。

　慣れない気持ちで高層階用のエレベーターに乗り、涼真くんの部屋へ向かう。きっとまだ、彼は帰っていないだろう。

　連絡をしてみてもよかったのだけれど、仕事の邪魔になっては嫌だからやめておいた。その辺りの話し合いをしていなかったから、それも彼に確認しておこう。

　最上階に着き、玄関の鍵を開けて中へ入る。すると、すでに廊下に明かりが点いていて、涼真くんが出迎えてくれた。

「お帰り、茉莉」

「涼真くん！　ただいま。もう、帰ってたのね」

　まさか、彼がいるとは思わなくて驚いてしまう。それに、彼のマンションで「ただいま」は変な感じだった。

「ああ。早く仕事を切り上げたから。茉莉が帰ってくるのを待ってた」

「涼真くん……。ありがとう」

　なんだか、こういうやり取りが温かく感じられて満たされる。玄関を上がりながら、リビングへ向かうと、晩ご飯用にと買ってきたテイクアウトを彼に渡しながら聞いてみた。

「そういえば、仕事を切り上げたって、早く終わってくれたってこと？」

「そうだよ、今日は特別。だって、茉莉と新しい生活のスタートだし」

「新しい生活って……。そう言われると、ちょっとっていうか、かなり恥ずかしいけど……」

　はにかんだ私に、涼真くんは優しい目を向けた。

「だって、そうだろ。俺たちってさ、いわゆる両片想いってやつじゃん。やっと叶った想いなんだ。遠慮なくお前との時間を満喫させてもらう」

「涼真くん……。うん、そうだよね。私たち、やっと想いが通じ合ったんだもんね」

　言葉にすると心が熱くなり、自然と彼の胸に体を預けていた。そんな私を、涼真くんはなにも言わず抱きしめてくれる。

　ずっとこのままでいたい──。






「ご飯にしようか？　茉莉が買ってきてくれたんだろう？」

　彼の声にハッとして、気恥ずかしさを覚えながら離れた。涼真くんに包み込まれていると、時間が過ぎるのも忘れていたみたい。

「うん、そうね。あっ、そうそう。涼真くんに話があるの。食事のときに言うね」

「あ、ああ……」

　さっそく、カウンターテーブルに、オムレツやサラダ、それにドリアなどを並べる。二人で並んで座ると、涼真くんが心配そうな顔で私を覗き込んだ。

「なあ、茉莉。話ってなに？　よくないこと？」

　美味しそうな料理を前に箸を掴んだ私は、彼の不安げな表情に箸を下ろした。涼真くんは、イメージとは違い結構心配性な部分があるみたいだ。それが意外であり、彼を愛おしく感じる部分でもあった。

「ごめんね、そんなに心配することじゃないのよ。それに、ちゃんと決まったことじゃないし……。あのね、もしかしたら仕事で表彰してもらえるかもしれないの」

　上半期の表彰について説明をすると、涼真くんはみるみる表情を明るくした。嬉しそうに、満面の笑みを浮かべている。

「凄いじゃないか。茉莉ならできるよ。お前は、自分を必要以上に過少評価し過ぎなんだ」

「ありがとう。でもね、同じくらい受注を取っている同期もいるし、確定ではないの。一位は取れないかもしれないし……」

「たとえそうだったとしても、それだけ頑張ったことは事実だろう？　じゃあ、もし一位が取れなかったとしても、二人でお祝いしよう」

　彼が自分のことのように喜んでくれたのが嬉しくて、私まで笑顔がこぼれていく。こんな涼真くんを見ていると、なにがなんでも一位を取って表彰されたいという思いが強くなった。

「ありがとう。本気で、表彰されたいって思っちゃった。でもね、ライバルの山田くんが結構強いのよ」

　オムレツを口にしながら、小さくため息をつくと彼が怪訝な顔を向けた。

「山田くんって、どんな人？」

「山田くんは、私の同期なの。長身で派手なルックスで、まるでアイドルみたいな男性よ。会社でも女子の人気が高くて、さらに仕事ができる人なのよ」

　要するに、私が苦手なタイプだ。社交的な人だけれど、プライドが高く自分より仕事ができない人のアドバイスは聞かない。

　それでも、仕事ができることで、上司からは可愛がられているし女性からはモテる。だけど、私は彼と距離を保っていた。

「そんな同期がいたのか……。茉莉は、彼と親しいの？」

「ううん。だって、山田くんって華やかな人で苦手だから。どことなく、高校生の頃の涼真くんに似てるかも……」

　苦笑していると、涼真くんが優しく額を突いた。

「俺に似てるってことは、茉莉の心を奪う男かもしれないってことだろう？」

「ま、まさか!?　似てるっていうのも、雰囲気の話よ。山田くんとは、根本的に合わないもの」

　涼真くんは唇を尖らせて、私を軽く睨んでいる。もしかして……、ヤキモチを妬いてくれているのか……。

　そんなバカなと思いながらも、ちらっと彼を見てみる。すると、不意をつかれるように唇にキスを落とされた。

　あっという間にドキドキして、胸を抑える私に彼は言った。

「同期ってことは、よく話をしたりするだろう？」

「時々よ。それも、山田くんから声をかけてくる程度で……」

　だから、彼が苦手なのだ。私としては一定の距離を保ちたいのに、山田くんは誰にでも親しく接してくるから困っている。

「へぇ。彼のほうからねぇ。茉莉は、ちょっと鈍いところがあるから、気をつけないといけないんじゃないか？」

「鈍いところ……？」

　首を傾げると、涼真くんはじれったそうにしている。

「茉莉は、自分を卑下するところがあるから分からないだろうけど、結構モテるタイプだと思う。だから、山田くんだって下心があるんじゃないか？」

「私が!?　それは、涼真くんの思い込みよ。私は、モテるタイプなんかじゃないって」

　いったい、なにを言うのだろうか。思い切り動揺しながら、食べ終えたお皿をキッチンへ運び、食洗機に入れながら、気持ちを静めていた。

　涼真くんこそ、私を必要以上に買いかぶり過ぎている。山田くんは、私の目から見たら軽いタイプだ。だいたい、女性相手には誰にでも同じように接している。

「なあ、茉莉……」

　不意に背後から抱きしめられ、お皿を落としそうになる。いつの間に、涼真くんは私の後ろに来ていたのだろう。

「な、なに……？」

　シンクにお皿を置き、鼓動が速くなるのと同時に、顔が熱くなっていくのを感じる。涼真くんは私をぎゅっと抱きしめて、顔を近づけてくる。

　吐息が耳にかかり、ぞくっとした。

「頼むから、もっと自覚して。お前は、魅力的な女性だ。見る人が見れば分かる。俺たちのこと、婚活パーティーが終わるまでは秘密だけど、他の男が入り込むような隙は作るなよ……」

「涼真くんってば……。大丈夫。そんなに心配しなくても、大丈夫よ」

　彼の腕に優しく触れ、しばらく彼の温もりを感じていた。会話はなくても、涼真くんに触れているだけで安心してくる。

　彼には、なんて不思議な力があるのだろう。

「心配するよ。だって、茉莉が鈍感だから」

「鈍感って、もう……」

　軽く睨むように振り返ると、涼真くんに顎を引き上げられキスを落とされた。それも、息ができないほどに力強い口づけを……。

「んっ……ぅ。りょ、涼真くん……」

　舌を何度も絡められ、唇を離したときには唾液が糸を引いていた。濡れた唇を、涼真くんの指が優しくなぞる。

「鈍感だよ。自分の可愛さに気づいていない茉莉は、本当に鈍感……」

　もう一度唇を重ねた涼真くんは、私を強く抱きしめて離さなかった──。

















四　振り回す存在












　週明けの今日は、上半期の受注金額ナンバーワンが、朝礼で発表される日だ。営業制作部では、毎回この表彰がとても注目される。

　部長が前へ出て、私たちに向き直ると名前を呼んだ。

「上半期の受注金額一位は、坂井さんだ。おめでとう」

　にこやかに微笑む部長の言葉に、放心状態になる。一位を取りたいと意気込んでみたものの、正直言って自信はなかった。

　みんなの拍手に、じわじわと実感が湧いてくる。

「茉莉、凄いじゃない」

　加奈子も驚いた顔で、私の背中を優しく叩いた。

「ありがとう……。夢みたい……」

　二位は山田くんで、金額差はわずか一万円。こんな接戦で一位を取れたのは、とても感慨深かった。

　部長から貰う案件は除外されているから、グーテクリータの婚活パーティーは計算に入っていない。

　純粋に、自分の営業だけで評価されたことは本当に自信になった。

「坂井さん、おめでとう」

　朝礼が終わり、各自デスクへ戻っているとき山田くんが声をかけてきた。相変わらず、自信たっぷりの華やかな人だ。

「あ、ありがとう……」

　同期なのに、少しのやり取りでも構えてしまう。彼は愛想がいいけれど、裏がありそうで信用できないのだ。

　仕事を始めようとデスクに座ろうとしたとき、山田くんがさらに続けた。

「坂井さんって、今日はグーテクリータの打ち合わせだったっけ？」

「うん。私のスケジュール、よく知ってるね……」

「共通のスケジュール表を見たんだよ」

　たしかに、それを見れば他の社員のスケジュールが分かるけれど、どうしてそんなことを聞いてくるのだろう。

　今まで、山田くんにこういう声のかけられ方をされたことはない。

「そうなんだ。それで、どうかした？　スケジュール確認してくるなんて……」

　今日は涼真くんと、パーティーの料理とイベントを決める日だ。会場となっているイタリアンのお店で、ランチがてらメニューを決める予定にしている。

　表彰をしてもらえたから、その報告もしたいと思っていた。密かに楽しみにしているのだけど……。

「じゃあ、今日の昼は無理？　お祝いに、ランチどうかなって思ったんだけど」

「えっ？　ごめんね。お昼は、グーテクリータの担当さんと一緒の予定なの。それに、気持ちだけで十分よ。山田くん、ありがとうね」

　今まで、私をランチに誘ってきたことはない。それなのに、なんで急にそんなことを言ってきたのだろう。お祝いと言ってきたけれど、彼は本当にそう思っているのだろうか。

　とてもプライドが高い山田くんにとって、二位は悔しいはず。

「じゃあ、別の日にするよ。坂井さんとは、一度ゆっくり話がしたかったから」

「あ、山田くん」

　断る余裕もないほどに、山田くんはサッと身を翻し自分のデスクへ戻っていった。

「茉莉、アピールされてるじゃない」

　やり取りを見ていたらしい加奈子が、小声で囁いた。

「あれって、アピールなの？　私の中では、よく意味が分からなかったんだけど」

　困り気味の顔で言うと、加奈子は口端を上げて大きく微笑んだ。

「アピールでしょ？　山田くんって、女性の好みがうるさいらしいのよ」

「それならなおさら、私は違うんじゃないの？」

　涼真くんの顔が頭を過よぎるから、自分を過度に卑下することはやめておく。だけど、客観的に見て、私は特別に男性の目を引くほどの魅力はない。

　涼真くんのように、私の性格をよく分かっている人ならともかく、山田くんとはそれほど親しいわけではない。だから、加奈子の言葉には納得できなかった。

「そんなことないわよ。山田くんって、仕事が出来る女性が好きみたいよ。相手のステータスを気にするらしいから」

「そうなの？　私は、そういう考え方はあまり好きじゃないな……」

　裏がありそうだし……。

「でも、山田くんよ？　顔はいいし仕事は有能で将来性抜群だし、仲良くなって損はないんじゃない？」

　彼女に言われ、私は苦笑しながら首を横に振った。

「私には、勿体ない人だから」

　そう答えたものの、本音は彼には遠慮願いたい。涼真くんと付き合っているからというより、根本的に合わなさそうな人だからだ。

　もし、涼真くんと付き合っていなかったとしても、山田くんに恋することはなかったと断言できる……。






　十一時半。涼真くんと待ち合わせ場所である、イタリアンのお店へ着いた。彼のほうが先に待っていて、私を見ると笑顔を浮かべてくれた。

「茉莉、お疲れさん」

「お疲れ様、涼真くん。じゃあ、さっそく入る？」

　家でも一緒なのに、こうやって仕事でまた会えるのは嬉しい。

「そうだな。ランチをしながら、パーティーのメニュー決めだしな。それと、イベントも……」

　彼に促されながらお店へ入ると、すっかり顔馴染みになった店員さんに席へ案内された。そして、パーティー用のメニュー表を貰う。

　ランチコースを注文した私たちは、さっそくメニュー表に目を落とした。

「パスタはやめておくか？　婚活パーティーだし、女性が食べやすいものがいいよな？」

　涼真くんは真剣な眼差しで、メニュー表を見つめている。その姿に、思わず笑みがこぼれてしまった。

「涼真くんって、本当にどんなことにも真摯に取り組むよね。婚活パーティーは、普段の業務とは全然違うはずなのに」

「それ、前にも言ってたよな？」

「ふふ、だって本当にそう思うんだもの」

　顔を上げた涼真くんと、視線が重なり合う。私も、彼の真面目な仕事ぶりがとても刺激になっていた。

「涼真くんの言うとおり、パスタはいまいちね。服や口元にソースが飛び散りそうなものは、女性には敬遠されそうだから。それはやめておいて、ピザやサラダ、それにこの牛フィレ肉や生ハム、フォアグラなんかもいいわね」

　結婚を意識したパーティーなのだし、華やかさや高級感があっていい。予算の問題もあるから、そこは彼と応相談だ。

「そうだな。他にも、スイーツが欲しいな」

「じゃあ、スイーツ欄も見て……」

　メニューを確認している間にランチが運ばれてきて、食事をしながら料理を決めていく。だいたいのメニューが決まったとき、ふと涼真くんが言った。

「真摯に仕事をしているのは、茉莉も一緒」

「え……？」

　彼は口角を上げ、優しく微笑んでいる。そして、メニュー表をメモした手帳をおさめた。

「もちろん、どんなことでも自分の仕事には責任と誇りを持ってやってる。だけど、茉莉が頑張ってるから俺が足を引っ張らないでおこうと思ったんだ」

「涼真くん……。ありがとう。私も、涼真くんの期待に応えたいと思うから。精一杯頑張るね」

　二人で微笑み合いながら、食後のデザートを堪能する。昼休憩とはいえ、業務中に涼真くんと穏やかな時間が過ごせるなんて幸せだ。

「あっ、そうだわ。涼真くんに、話そうと思ってたの。実はね、上半期のイベント売上金額で一位を取れたのよ」

　すっかり忘れていたことに苦笑しながら伝えると、彼は目を丸くした。

「そんな大事なことは、早く言えよ。ずっと、気になってたんだ。凄いじゃないか。おめでとう」

　ホッとしたような顔をした涼真くんは、満面の笑みを浮かべた。そんな彼の反応に、私もさらに嬉しさが込み上げる。

「ありがとう。涼真くんには、早く伝えたかったんだけど、さっきまで忘れてたの」

「まったく……。そういうところは、茉莉のいいところでもあるけど。たまには、仕事より自分のことも優先しろよ」

「うん……。だけどね、私はそんなに仕事人間じゃないのよ。涼真くんと、共通の話をするほうが楽しいの。だから、今は仕事の話」

　そう答えると、彼はクスッと笑った。

「分かった。じゃあ、もう一つ話そうか。パーティーのイベントだけど」

「そうそう、それを少し考えてみたのよ。イベントごとが目白押しより、会話が多いほうがいいでしょ？　婚活パーティーだから……」

「ああ、茉莉の言うとおりだ。なにか、いい案がある？」

　できるだけ、パーティー内でカップルができるようにしたい。涼真くんから詳しく聞いた話では、店舗や部署が違う社員が集まるため、同じ会社の人とはいえ顔も知らない関係が多いだろうとのことだった。

　だから、最初はくじびきでテーブルを決め、所定の時間を過ぎたら自由移動にしようと考えている。

　そして、ある程度カップルができたであろう後半で、二人もしくはグループで答えられるようなクイズ問題を提案してみた。

「クイズっていうと、子供っぽく聞こえるかもしれないけど。私としては、グーテクリータの社員さんたちだから、会社のことや車のことを問題に出せたらいいなと思って」

「それって、男女で一緒に考えるってことか？」

「うん。カップルでもグループでも構わないけど……。フリップボードに書き込んで、答え合わせをしてもらう。そして正解の上位チームには、なにか賞品とかどうかなって思うんだけど」

　フリップボードはこちらで用意できること、賞品は婚活ということもありミニブーケを提案してみると、涼真くんはしばらく考えてから大きく頷いた。

「一緒に考えるっていうのはいいな。それに、賞品のミニブーケも。ブーケは、男性にもあるんだろう？」

「もちろんよ。メッセージカードもつけておくから、カードにメッセージを書いて交換っていうのもいいかなって思ってるの」

　クイズの内容は私が考えて、涼真くんにチェックしてもらおうと思っている。それも伝えると、彼は満足そうな顔をした。

「いいと思うよ。じゃあ、クイズ問題に困ったら、気軽に相談して。ただし、プライベートでは禁止。二人のときは、仕事との線引きをしよう」

「分かった。じゃあ、クイズを作ったらメールをするわね」

　彼と微笑み合いながら、打ち合わせはスムーズに終わった。涼真くんと一緒なら、仕事もこんなに楽しく感じられるのだと知った気がする──。






　打ち合わせが終わり会社に戻ったあと、涼真くんからスマホにメールがきていた。今夜はお祝いをするから、早く帰ってくるようにとの内容だ。

　彼の気遣いが嬉しくて、今日は仕事を早めに切り上げて帰宅したのだった。お陰で、山田くんと顔を合わせなくて済んでホッとした。

「ただいま」

　ほんの少しだけ慣れた彼のマンションへ帰ると、涼真くんは出迎えてくれてキッチンから香ばしい匂いが漂ってきた。

「お帰り。ちょうど、夕飯ができたところだ」

　彼に促されダイニングへ向かうと、カウンターテーブルにはビーフシチューが置かれていた。クリームがかかったシチューからは、濃厚なソースの香りがする。

「美味しそう！　まさか、涼真くんが作ったの？」

　驚いた顔で彼を見ると、得意げに頷かれた。

「まあな。牛肉を、赤ワインとデミグラスソースで煮込んでるんだ。俺の得意料理」

「凄い……。涼真くんが、料理が得意だなんて知らなかった……」

「料理全般が得意って程でもないけど、これは自信があるんだよ」

　彼は謙遜しているけれど、もしかしたら私より上手なのではないか。そんな心配が過りながらも、目の前の美味しさには敵わず素直に席へ着いた。

「いただきます。本当にいい匂い」

「口に合うといいんだけどな」

　そっとスプーンで口に入れると、濃厚な味が広がる。お世辞ではなく、本当に味付けがいい。

「美味しい！　涼真くん、本当に料理上手よ」

　お肉は柔らかく、野菜も食べやすい大きさだ。お店に出してもいいような味で、すっかり感動してしまった。

「気に入ってくれてよかった。よければ、また作るよ」

「うん、また作ってね。私も、料理を頑張ってみるから」

　苦笑すると、彼はクスクス笑っている。

「茉莉の手料理、楽しみにしてるよ。そうだ。今夜は、一緒に風呂に入らないか？」

「えっ!?　そ、それは無理よ」

　慌てて拒むと、涼真くんはニッとした。どうやら、私の反応を見透かしていたようだ。

「なんで？　今夜は、茉莉が表彰されたお祝いなんだし、二人の時間を濃密に過ごそう」

「で、でも……。は、裸だよ？」

　タジタジになった私に、彼はさらに楽しそうにクックと笑った。

「裸を見せ合うなんて、今さらじゃないか。よし、行こう。もう風呂は沸いてる」

「ええっ？　ちょ、ちょっと待ってよ」

　腕を掴まれると、バスルームに連れて行かれる。服をあっという間に脱がされ、押し切られるように私は涼真くんと浴室内に入った。

　バスルームには、大きな窓があってネオンを見下ろすことができる。広いバスタブからは、湯気が立っていた。

「ほら、茉莉」

　先にバスタブに入った涼真くんが、手を差し出す。ドキドキしながら手を重ねると、ギュッと握られた。

「なんだか、恥ずかしいよね」

　緊張を少しでもほぐしたくて、なんでもないように言ってみた。だけど彼は、静かにその場で私を抱きしめたのだった。

「りょ、涼真くん……。お風呂だし……」

　バスタブの中で立ったまま、彼に乾いた体を抱きしめられる。お風呂の中だからなのか、それとも彼の温もりのせいなのか、自分の体が熱くなってきた。

「お湯……浸かろうよ」

「なんで？」

「なんでって、だってお風呂だから……」

　素肌で抱き合うのは、なんて恥ずかしいのだろう。彼がさらにぎゅっと抱きしめたとき、下腹部に硬いものが当たった。

　それが、すでに大きくなった涼真くんの肉棒だと分かる。彼がなにを思っているか、ストレートに感じられて胸が高鳴った。

「場所なんて、関係ないじゃん。茉莉が目の前にいるから……」

　涼真くんは体を離し、私の唇を強く塞いだ。舌を押し入れ、きつく絡めてくる。それだけでも呼吸が乱れるのに、彼の手が乳房を鷲掴みにして揉みしだいた。

「んっ……。はぁ……。これ以上は……だめ」

　体がどんどん熱くなる。秘部が疼いて、足をもぞもぞっと動かしてしまった。

「あ、もう感じちゃった？」

　悪戯っぽく言った涼真くんは、私をバスタブの縁に座らせる。窓側のここは少し広くて、背中を壁につけられた。

　そうかと思うと、彼は私の両足を押し広げる。恥ずかしい部分が丸見えとなり、羞恥心ばかりが込み上げた。

「あまり、じっくり見ないで……。恥ずかしいから」

「見るよ、見たいから。それに、恥ずかしがる茉莉も可愛い」

　涼真くんは秘部に顔を埋め、蜜口の割れ目に舌をなぞらせた。ゆっくりと舐められ、腰が浮き上がりそうになる。

「はぁ……ん。ンァッ」

「恥ずかしそうにしてる割には、結構濡れてるじゃん。本当は、感じてるんだろう？」

　彼は舌を押し入れて、膣内を掻き回す。蜜を吸い上げながら、舌先を何度も抜き差しした。

「んふぅ。んはぁ……」

　そんなことを言わないでほしいと口にしたかったけれど、彼の愛撫に応えることに精一杯で艶めかしい声しか出てこない。

　浴室は声がよく響き、さらに刺激度が増していく。顔を横に向けると窓ガラスに自分のあられもない姿が映っていて、より羞恥心も込み上げた。

「ココ、硬くなってる。今度は、こっち」

　今度は乳房を咥えられ、尖端を強く吸われていく。硬くなった尖りを舌先で這われたうえ、蜜口には彼の指が挿入された。

「アアッ……ン」

　全身を攻められて、身をよじってしまう。花びらは彼の指でなぞられ、陰核を強く押された。二本の指で攻められた膣からは、蜜が溢れ出ている。

「んはぁ。んぁぁ……」

　体が痺れるような感覚に襲われ、片足がバスタブに滑り落ちた。秘部の疼きを感じていると、ニッとした涼真くんが腰を上げた。

「だいぶ感じてるみたいだから、挿れようか？　ほら茉莉、壁に手をついて」

「え？　か、壁……？」

　彼に言われるがまま、バスタブの中に立ち背中を向ける。いったい、これからなにが起こるのだろうかと不安に思っていると、涼真くんが私のお尻を掴み引き上げた。

「は、恥ずかしいよ。この体勢……無理かも」

　自然とお尻を突き出す格好になり、思わず背筋を伸ばそうとする。だけどそれを、彼に阻まれた。

「だめだよ。このほうが、きっと気持ちいい」

「で、でも……」

　涼真くんは背筋にキスを落としながら、臀部を撫で回す。ぞくぞくしながら、壁に手を突き彼の愛撫を感じていた。

「はんぅ……。んふぁ」

　こんな場所で……。そう思うけれど、心はなぜかどんどん高鳴っていく。腰を掴んだ涼真くんは、硬くそそり立った肉棒を膣の中にゆっくりと挿入していった。

　少しずつ挿れられていき、奥まで挿入した彼は腰をゆっくりと振っていく。

「アアッ……。ンァァ……」

「バックで挿れると、気持ちいいだろう？　より、俺のことを感じてもらえると思うけど」

　小刻みに腰を動かしながら、彼は背中へキスを落とす。膣内を屹立で突きながら、涼真くんはお尻を撫で回していた。

「んぅ。はぁ……ん。はぁ、はぁ」

　気持ちいい──。彼の言うとおり、体中に刺激を受けるように感じている。だけど、その思いを口にするより先に艶めかしい声が漏れてしまった。

「この体勢だと、奥まで入るんだ。もう俺のことしか、考えられなくなってるだろう？」

　涼真くんは大きな呼吸をしながら腰を振り続け、両手を乳房に伸ばしてきた。

「はぁん……！　んぁ、んむぅ……」

　鷲掴みにされた乳房は、痛いほどに揉みしだかれる。強く上下左右に揺さぶられながら、秘部を彼の屹立が突き上げた。

　よほど蜜が溢れているのか、涼真くんの太い肉棒は滑らかに膣内を擦っていく。その規則的な動きが快感で、私の口からは喘ぐ声しか出てこなかった。

「茉莉の中が気持ちよくて、そろそろ限界かも……」

　そう言った涼真くんは、さらに高速で腰を振ってくる。痛いほどに膣の最奥を突かれて、体の力が抜けるようだった。

「はぁ、はぁ。アンンッ……。ンアア……」

　彼と繋がることで、こんなにも幸せで満たされていく。二人で絶頂を迎えたあと、私たちはバスタブへ崩れ落ちた。






　火照った体を冷ますため、涼真くんはバルコニーに出ている。私はというと、なんだか照れくさくて寝室の中にいた。

（お風呂場って……）

　彼との濃厚なセックスを思い出し、一人で赤面してしまう。ミネラルウォーターを飲んで気持ちを落ち着けているところへ、私のスマホが鳴った。

「誰……？」

　気がつくと、時刻は二十二時になっている。この時間に電話をかけてくる人に心当たりはないと思いながら、ディスプレイを見てあ然とした。

　そこには、山田くんの名前が出ていたからだ。

　彼とは同期だから、入社したときに連絡先の交換をしている。だから電話がかかってきても不思議ではないけれど、今まで山田くんから電話をもらったことはない。

　それにメールのやり取りもない。プライベートでは、まったく接触がなかったのだ。それなのに、どうして今彼から電話がかかってきているのだろう……。

　出たほうがいいのか。だけど、涼真くんが戻ってくるかもしれないのに……？

　葛藤していると、不意に背後から声が聞こえた。

「出ないの？」

　驚いて振り向くと、涼真くんがいつの間にか部屋に戻ってきていた。

「あっ、いいの。会社の人だから、仕事の話だろうし。明日聞けばいいから」

　鳴り続けるスマホをサイドテーブルに置くと、着信音は止まった。

「仕事の話じゃ、ないんじゃないの？　山田くんからの電話、たぶんそれとは違うことだろ？」

　涼真くんは布団に入りながら、深いため息をついている。誰からかかってきたのか、しっかり見られていたらしい。

　気まずい思いで彼を見ると、涼真くんは私を見据えていた。

「電話に出ないってことは、なにかマズイことがあるからじゃないのか？」

「そ、そんなことないわよ」

「じゃあ、電話に出たらいいじゃないか」

　涼真くんの言うことはもっともで、返す言葉がない。山田くんから、また〝お祝い〟に誘われるのではないか、それを考えたら怖い……

　山田くんがこの時間に、わざわざ電話をしてくる意図が掴めない。それだけに、余計に混乱してしまっていた。

「今は涼真くんと一緒にいるんだし、急ぎじゃない電話なら出なくていいと思うの」

　こんな言葉で、彼を誤魔化せるだろうか。だけど、嘘はついていない。涼真くんは寝転ぶと、両手を広げた。

「そう言うなら、もう寝よう。茉莉、おいで」

「うん……」

　涼真くんの胸に飛び込むように顔を埋めると、きつく抱きしめられた。納得してくれたかは分からないけれど、涼真くんと付き合い始めたばかりなのに波風を立てたくない。

　明日、山田くんに電話をしないでほしいと言ってみよう。私は、やっと気持ちが通じ合った涼真くんを、もう傷つけたくないから──。






　翌日、運がいいのか悪いのか。かなり久しぶりに、山田くんとペアで営業にまわることになった。

　彼と一緒なのは、新入社員のとき以来だ。あのときは外回りに慣れていない頃で、上司命令で二人一組で営業に出ていたのだった。

「こうやって、坂井さんと一緒に営業に出るのって本当久しぶりだよな」

　二人で街を歩いていると、山田くんがしみじみと言った。本来なら、懐かしさも感じながら歩けるはずなのに、どうしても彼を意識してしまってぎこちなさを覚えてしまう。

「そうだね。でも、部長ってば急にどうしたんだろう。二人一組でフォローアップに回れなんて……」

「これからは、取引があって疎遠になってる顧客へ再訪問を強化したいらしいよ。今週は、それを重点的にするらしい」

「そうなんだ……。知らなかったわ」

　さすが山田くんは、上司たちに可愛がられているだけあって情報が早い。私は朝、急に部長に指示されただけで、あまり詳しいことは知らされなかった。

　とにかく、受注を上げてくれと強調されただけだ。

「部長は、俺たちに期待をかけてるみたいだ。なにせ坂井さんは、上半期の売上金額ナンバーワンだしな」

「そんな……。山田くんはともかく、私には力不足な面もあるかも」

　山田くんの言葉が真実なら、しばらく彼と二人で行動することが多いということか。ため息が漏れそうになり、慌てて呑み込んだ。

「そんなことないさ。坂井さんは、もともと能力がある人だと思うし。そういえば、昨夜の電話なんだけど、俺からだって分かってくれた？」

「あっ、ごめんね。どうしても、電話に出られなくて」

（忘れてた……）

　山田くんから電話があったことより、二人でいることの気まずさばかりに気を取られていた。

「いいよ、それは気にしないで。坂井さんをランチに誘いたかっただけなんだ。でも、約束する必要はなくなったな」

　ケラケラと笑った山田くんは、私を不敵な笑みで見た。

「それって……、どういう意味？」

「一日一緒なわけだし、ランチは少なくとも今週ずっとできる」

　彼はさらっと言ったかと思うと、歩調を早めた。山田くんの言うとおり、改まって約束をする必要はない。

　たとえランチの誘いを受けても断ろうと思っていたのに、彼の『今週ずっと』という含みのある言葉に断る理由もないだけに警戒心でいっぱいになった。

「坂井さんってさ、ずっとお堅い人だと思ってたんだけど違うんだな」

「え……？」

　山田くんについて歩きながら、怪訝な顔を向けた。彼の言葉は、どうしても素直に受け止められない。

「なんていうか、生真面目みたいな印象だったんだ。だけど、本当は誠実なだけ。俺さ、本当はずっと坂井さんが気になっていたんだ」

「ええっ？　ま、まさか」

　自分でも恥ずかしいほどに声が裏返ると、山田くんはさらにおかしそうに笑った。

「本当だよ。俺じゃあ相手にされないかなと思って、ちゃんとアプローチをしたことがなかったけど」

　そう言われても、どうしても心当たりはない。今まで、山田くんが私を気にしている素振りは微塵もなかったのだから。

「山田くんには、私よりもっと素敵な女性のほうがお似合いだと思うよ」

　彼の気まぐれなのか。あまり、まともに受け止めないほうがいいかもしれない……。






　憂鬱だった山田くんとの時間は、意外にも仕事の面ではとても勉強になり充実感もあった。彼が、有能だと言われる理由が分かった気がする。

　訪問先でのコミュニケーションの取り方は抜群で、距離を置きつつも気さくに話すやり方は参考になる。

「山田くんって、話し上手なのね。それだけじゃなく、聞き上手でもあるし」

　素直な気持ちを口にすると、彼は嬉しそうに口角を思い切り上げた。

「ありがとう。コミュニケーションは意識しているんだ。坂井さんも、話し上手だと思うよ。余計な口出しをせず、相手が会話しやすい空気を作ってる」

「本当？　ありがとう」

　こういう話なら、いつでもしたいと思う。仕事は、これから先も頑張っていきたいから……。

「そろそろ、どこかでランチしようか？　今日はお祝いだから俺のおごり。いいだろ？」

「うん……。ありがとう」

　仕方ない。午後も一緒に取引先をまわらないといけないし、お祝いと言ってくれている。今日は、山田くんの好意に甘えよう。

「この近くに、美味しいフレンチの店があるんだ。そこへ行かないか？」

「うん、ぜひ。今日は、お言葉に甘えてご馳走になるね」

「そうと決まれば、行こう。まだ十一時半だから、それほど混んでないだろう」

　山田くんは、身を翻すと歩き出した。オフィス街の中心部へ戻るらしい。

（あれ？　そういえば、グーテクリータの本社がある辺りだわ）

　涼真くんとの最初の打ち合わせで行ったきりだけれど、もう少ししたらグーテクリータの本社がある。

　普段の彼は、外回りが多いのか内勤ばかりなのか知らない。まさか、山田くんと一緒のところを見られることはないだろうけど、会社の近くを通ることで緊張してしまった。

「あそこだよ」

　山田くんの声に我に返り顔を向けると、少し先に青いテントのお店が見えた。フランス国旗が掲げられていて、フレンチのお店だと一目で分かった。

「初めて行く場所だわ。楽しみ」

　食事中は、仕事の話をしよう。山田くんのアプローチは、きっと本気ではない。加奈子が以前言っていたとおりなら、彼は女性にそれなりのステータスを求めているはずだ。私が今回、売上金額で表彰されたことで興味を持ったのだろう。

　けっして、私自身を見てくれているのではないと思う。だから、きちんと距離を置いた付き合いをしなければ……。

「いらっしゃいませ」

　お店に入ると、二十代前半くらいの愛想のいい女性店員が声をかけてくれた。店内は思ったより広くて、窓から陽が差し込み開放的な雰囲気になっている。奥のテーブル席に案内されたとき、思わず足が止まってしまった。

「あっ……」

　私たちのテーブルの隣に、涼真くんがいたからだ。四十代半ばくらいの男性が一緒にいる。

「坂井さん……。こんにちは。ここでお会いするとは。本部長、今度婚活パーティーの企画をお願いしているウタノ企画の坂井さんです」

　涼真くんが立ち上がると、本部長と呼ばれた男性は柔和な笑みを浮かべて同じく立ち上がった。

「初めまして。本部長の鈴木すずきと申します。このたびは、よろしくお願いいたします。社員たちも、パーティーを楽しみにしておりますので」

「初めまして、坂井と申します。素敵なパーティーにしますので、よろしくお願いいたします」

　緊張しながら挨拶を交わすと、山田くんがさっと私の隣に並んだ。

「初めまして。同じく、ウタノ企画の山田と申します。坂井とは同期になります。今後とも、弊社をよろしくお願いいたします」

　まさか、涼真くんに会うことになるなんて。お昼には早いし、この辺りはお店がたくさんある。隣のテーブル同士で鉢合わせになることは、まったく想像もしていなかった。

「初めまして、山田さん。今回、依頼をさせていただいた営業部長の川崎です。よろしくお願いいたします」

　涼真くんは名刺を交換し、和やかな微笑みを見せている。だけど、目はまったく笑っていなく、この偶然を不快に感じていることは痛いほどに分かった。

「川崎さんですか。もし、よろしければランチをご一緒しませんか？」

　予想外の山田くんの提案に、私は横で目を丸くする。すると、鈴木さんが申し訳なさそうな顔をした。

「せっかくのご好意なのですが、私たちはもう出ようと思っていたところでして」

「そうでしたか。残念です。では、ぜひまたの機会にご一緒させてください」

「はい、もちろんです」

　涼真くんと鈴木さんは私たちに挨拶をし、テーブルをあとにした。涼真くんが私たちを見てどう思ったか心配はあるけれど、彼らが帰ったのは正直ホッとしている。

　さすがに、山田くんも取引先の人が横にいるところで大胆な話はしてこないだろうけど……。

「今の部長の川崎さんって、俺らと同じ年齢くらい？」

　椅子に座りながら、山田くんが言った。レジにいる涼真くんを見ているのか、視線を遠くにやり、鋭い眼差しを向けている。

「うん。私たちと同じ二十六歳よ。よく分かったね」

　彼の向かいに座った私は、感心したように答えた。

「見た目の雰囲気でね。それにしても、俺たちと同じ年でグーテクリータの部長は凄いな。よほど頭がキレる人なんだろう」

　山田くんの冷静な分析に、思わず激しく同意してしまいそうになる。涼真くんが褒められたことが自分のことのように嬉しくて、心の中で一気にテンションが上がってしまった。でも、彼に不審がられてはいけないから、ここは落ち着いて答えよう。

「本当よね。グーテクリータは外資系だし、実力主義って聞いてるの。きっと、有能な人だと思うわ」

「もしくは、世渡り上手な器用な人……ってこともあるかもね」

　オーダーを取りに来た店員さんにランチコースを注文した山田くんは、水を口にした。今日は天気がよくて暑いし、営業回りで喋ってばかりで喉がカラカラだ。私も水を一口飲むと、疑問を口にした。

「世渡り上手って、どういうこと？」

「企業で出世するのは、要領も必要なんだよ。ずば抜けたコミュ力があれば、それほど才能がなくても役職を上がることはできる。川崎さんは、見た目がいいからより得だな」

　涼真くんを褒めていたのかと思えば、ところどころに棘がある。山田くんが言っていることも一理あるのかもしれない。

　だけど、涼真くんは要領だけで成功を掴んだ人ではない。それは、彼を十七歳の頃から知っている私は断言できる。

（言えないのが悔しいけど……）

「山田くん、それは失礼よ。グーテクリータは高級車の会社として有名だし、社内は厳しい競争環境にあると思う。要領だけでのし上がれるほど、甘い世界じゃないと思うわ」

　取引先なのだし、これくらい庇った発言は、それほど不自然ではないはず。だけど、山田くんは私の心を読み取ろうとしているかのように、鋭い視線で見つめてきた。

「川崎さんに惹かれた？　カッコいいもんな。俺でも正直、さっきは驚いたよ。男から見ても色気がある」

「そんなんじゃないわよ。だいたい、仕事関係の人だから」

「仕事関係の人だから、惹かれないって理由にはならないだろ？　むしろ、頻繁に接するんだから意識してもおかしくないと思う」

　山田くんはやっぱり油断できなくて、言葉を選ばなければいけないと感じた。私のぎこちなさを、どこか疑っているようだ。

「そうかもしれないけど、私は違うわよ。それより、午後から回るクライアントを再確認しておかない？」

　手帳を出し、スケジュールを確認する。本当に、山田くんは油断ができない。話を変えると、彼はそれ以上追及することはなかった。






「山田くん、今日はご馳走様でした。とても美味しかったわ」

　ランチを終えお店を出たところで、山田くんにお礼を言う。あれ以上、涼真くんの話になることはなく、仕事の会話で終わってホッとする。

「いや、お祝いだから。だけど、下半期は俺が最優秀賞をもらうよ」

　ニッと笑った彼に、私はクスッとした。

「私も、負けないようにする」

　彼とは、こういう会話のほうがいい。同期として、同じ仕事をしている者として切磋琢磨できる関係になれたら……。

「あっ、グーテクリータの車だ！」

「えっ？　どこに？」

　反射的に、山田くんが指差すほうに目を向けてしまう。だけどそこは歩道で、車が通れるはずのない場所だった。

「やっぱり、坂井さんってグーテクリータを意識してるよね。というか、川崎さんを……、なんだろうけど」

（しまった……。油断しちゃった……）

　少しでも、彼と分かり合えるかもと思った自分が間違っていた。山田くんは、私が考えるよりずっとクセのある人だ。

　口を噤んだ私に、彼はそれ見たことかといわんばかりの顔を向けた。

「坂井さんって、恋愛経験は乏しそうだな」

「えっ？」

　そのとおりだけど、山田くんに言われると腹立たしい。

「男への接し方がぎこちないというか、変に緊張してるよね。だから、恋愛慣れしてる人じゃないんだろうなって思ってた。そういう人って、川崎さんみたいなタイプにハマると思うよ」

「そんなことないわよ……」

「そうだよ。でもさ、川崎さんタイプの人は女性慣れしていて簡単に遊ばれちゃうよ。やめたほうがいい」

　自信満々に言った山田くんを、私は少しの間ジッと見つめた。それは、彼の言葉に納得したからではない。

　山田くんに、人を見る目はないと分かったからだ。私は小さく口角を上げると、彼に言った。

「心配してくれて、ありがとう。でも、大丈夫よ。私は、川崎さんに遊ばれたりしないから」

　身を翻し、午後からのクライアント先へ急ぐ。山田くんは言葉を発することはなく、私と並んで歩いた。

　涼真くんと私の関係を知らないからとはいえ、山田くんは涼真くんをまったく理解していない。彼は、高校生の頃の告白をずっと引きずっているような純粋な人。女性慣れして私を遊びに使うだなんて、天地がひっくり返っても有り得ない──。






　今夜は、涼真くんの家へ急いで帰った。昼間、山田くんと一緒のところを見られたことが、ずっと気になっていたからだ。

　彼が、それだけでなにかを疑うことはないと思う。だけど、不快にさせたことは間違いない。言い訳に聞こえるかもしれないけれど、事情を早く説明したかった。

「ただいま！」

　鍵を開けて玄関へ入ると、廊下の明かりが点いていて涼真くんが帰ってきていることがすぐに分かった。

　靴を脱いでいると、リビングから彼が迎えに出てくれた。想像と違って、涼真くんはいつもどおりの柔和な顔を見せてくれた。

「お帰り、茉莉。夕飯はまだだろう？　今夜は、いろいろ買ってきたんだ。一緒に食べよう」

「うん、ありがとう……」

　背を向けて戻っていく涼真くんを見ていると、昼間のことは私の考え過ぎなのではないかと思えてくる。

　ダイニングテーブルに行くと、そこにはデミグラスソースのかかった美味しそうなハンバーグとスープ、それにサフランライスにサラダなど食欲をそそる料理が並べられていた。

「美味しそう……」

「だろう？　帰りにデパ地下で見つけてさ。茉莉が好きそうなものを選んできた」

「私の……？」

　彼が、私を思い浮かべながら買ってくれたのかと思うと胸が熱くなる。ここに並べられた料理は、私の〝好きそうなもの〟ではなく〝好きなもの〟だった。

「苦手なものはある？」

「ううん。ひとつもない。どれも、私の好きなものだったよ」

　微笑んで涼真くんを見ると、彼も満足そうな笑みを浮かべている。そして、そっと私の頬に触れた。

「山田くんより、俺のほうが茉莉を分かってると思うよ」

「あたり前じゃない……」

　込み上げる想いを止められず、私は彼の胸に顔を埋めた。そんな私を受け止めるかのように、彼は優しく体を抱きしめた。

「今日は、たまたま昼が一緒だったのか？　それとも、いつも一緒？」

　ああ、やっぱり涼真くんは気にしていたみたいだ。申し訳なさを感じながら、私も彼の背中に手を回した。

「たまたまなの。実はね、今週はクライアントのフォローアップ週間で、部長命令で山田くんとペアを組んでたのよ」

　一通り説明をすると、彼はそっと体を離した。

「上半期のワンツーフィニッシュの二人だもんな。ペアを組まされても当然か」

「私としては、ちょっと困ったけど。でも、本当にそれだけ。涼真くんが心配することはないから」

「分かってるよ……」

　彼の顔が近づいてきて、柔らかな唇で塞がれる。優しく舌が侵入してきて、強く絡められた。

「んふ……。んぅ」

　なんて、気持ちのいいキスなのだろう。ずっと、このままでいたいくらい。もう少しだけ……。そう思っていたとき、突然私のスマホが鳴り始めた。

「残念、おしまいだな」

　がっかりしたように、涼真くんが体を離す。私も未練を感じながら、足元に落としていたバッグからスマホを取り出した。

「ごめんね」

　誰からだろうと確認をして、体が固まった。ディスプレイには、山田くんの名前が表示されていたからだ。

「あっ、山田くんか。今度は出たら？」

　背後から覗き込んだ涼真くんが、耳元でそう囁いた。

「でも……」

　いったい、なんの用があるのだろう。涼真くんと一緒のところにかかってくる電話は、本当に気まずい。

「出なかったら、またかかってくるんじゃないのか？　一度、ちゃんと対応したほうがいい」

「そう……かな？」

　涼真くんがそう言うなら、電話に出てみようか。彼の言うことも一理あるし、きちんと応対したほうがいいのかもしれない。

「も、もしもし……」

『もしもし、坂井さん？　やっと出てくれたな』

「うん……。どうしたの？」

　受話音量が少し大きめで、山田くんの声が漏れている。涼真くんは私の隣に立っていて、会話を聞いているようだった。

　山田くんがなにを言うのか、それだけが心配だ。

『あのさ、今週末の夜に会えないか？』

「えっ？　それは無理よ」

『なんで？』

　その質問には、答えられそうで答えられない。迷っていると、山田くんが続けた。

『付き合ってる奴はいないんだろう？　じゃあ、好きな人がいる？』

「そう、そうなの。好きな人がいるから、山田くんの誘いは受けられないの」

　相手が誰かまで言う必要はない。とにかく、山田くんを断ることが大事だと思った。

『川崎さん？』

「ち、違うわよ。グーテクリータからは離れて」

　鋭い指摘に、動揺してしまう。

『じゃあ、誰？』

「誰って……」

　そこまでしつこく聞かれるとは考えていなくて、返答に困ってしまう。すると突然、涼真くんが私の顎を引き上げた。

「しつこい」

　そっと静かに囁いた涼真くんは、そのまま私の唇にキスを落とす。まだ山田くんと会話中だというのになんて大胆なことをするのだろう。

　強く舌を押し込まれ、声が漏れそうになる。

『もしもし、坂井さん？　もしもし？』

　山田くんの声が聞こえる……。だけど、それに答えることができないまま、涼真くんが電話を切ってしまった。

「んん……。あぁ……」

　それと同時に舌を強く吸われ、堪らず声を漏らした。強引なキスは、涼真くんのもどかしさの表れかと思うと拒むことはできなかった。

「今度、山田くんから電話がかかってきたら、茉莉の甘い声を聞かせてやろうか？」

　涼真くんが唇を離すと、唾液が糸を引いた。濡れた私の唇を、彼がそっと拭う。

「もう、涼真くんってば……」

　再び彼の胸に顔を埋めると、しばらく強引なキスの余韻に浸っていた──。
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「えっと、この辺りだったような……」

　社内にある倉庫で、フリップボードを探す。ここは、イベントで使う小道具が収められている場所だ。

　グーテクリータの婚活パーティーで使うフリップボードを探すも、なかなか見当たらない。当日は、司会進行をプロの業者に頼んである。

　今日の打ち合わせに必要だから探しているのに、見つからないことに焦りを感じ始めていた。すると、ドアが開いて誰かが入ってきた。

　誰でも使う場所だからたいして気にしなかったけれど、背後から聞こえた声にビクッとする。

「坂井さん、手伝おうか？」

　それは山田くんの声で、振り返るとニコニコとした笑顔を浮かべている。

「あっ……。ありがとう。でも、大丈夫よ」

「そうかな？　ずいぶん、奥のほうまで探してる感じだけど」

　積み上げられた段ボールを掻き分けている姿を、彼は不審に思っているようだ。だけど、山田くんとはあまり関わりたくない……。

　ただでさえ、今日も午前中は一緒にフォローアップに回っていたのだから。社内に戻ったときくらい、距離を置いておきたかった。

「本当に、大丈夫。山田くんも、探し物で来たんでしょう？」

「いや、違うよ。坂井さんがここにいるって聞いたから、会いにきただけ」

「えっ？　や、やだな。なにを言ってるの？」

　昨日の今日だけに、とても気まずい。電話は結局中途半端に終わり、あのあとも山田くんからかかってきたけれど、電話に出ることはなかった。

「本気なんだけど。昨日の電話、途中で切れただろう？　あのあと出てもくれなかったけどなんで？」

　息を呑むほどに緊張する。真っすぐ見つめられ、堪らず視線をずらした。

「ごめんね。お客さんが来ちゃって……」

「あんな夜遅い時間に？　坂井さんって、嘘が下手だな。まあ、それだけ純粋だってことだろうけど」

　どうやら、彼には見抜かれているらしい。それでも、気にしない振りをして再びフリップボードを探し始めた。

「山田くん、いろいろごめんね。今、グーテクリータさんで使うフリップボードを探してるの。集中させて」

　冷たい態度だろうか？　でも、きっと彼にはこれくらいはっきりとした態度を取らないと分かってもらえないと思う。

　それにしても、山田くんのコロンの匂いがキツイな……。午前中は気にならなかったのに……。午後から付け直したのかと思うくらいに、部屋中に甘い匂いが充満していた。

「なあ、坂井さん。俺じゃあ、恋愛対象外？」

　突然、腕を掴まれてビクッと体が跳ねる。社内とはいえ、二人きりというのは無防備なシチュエーションだ。

「ごめんね。昨夜も言ったけど、好きな人がいるから。それに、もうすぐ婚活パーティーもあるから、仕事に集中したいの」

　手を振り解くと、彼は意外とあっさり放してくれた。

「婚活パーティーとか、普通会社でやるか？　しかも、グーテクリータほどの大企業の社員がさ」

「え？　なにを言ってるの？」

　自然と山田くんを睨むと、彼は挑発的な目を向けている。

「川崎さんだってさ、俺たちと同じ年で営業部長なんだろ？　その割には、婚活パーティーの担当って、おかしくないか」

　鼻で笑う山田くんは、まるで涼真くんを小ばかにしているようで腹が立つ。彼はまだ、涼真くんとのことを怪しんでいるのだろうか。

　だから、こんな風に棘のある言い方をするのか……。

「そういう言い方は、失礼じゃない？　曲がりなりにも、グーテクリータさんはクライアントよ？」

「部長案件だから、売上金額の評価にはならないじゃないか」

「全体の売上になるなら、私たちの給与に反映されるわ。無駄なことじゃないけど」

　なぜ、山田くんはこんなことを言うのだろう。もともと、現実主義的なところはあったけれど、クライアントをバカにする人だとは思わなかった。

　彼に、ありったけの軽蔑を感じていると、さらに不敵な笑みを見せられた。

「坂井さんって、案外はっきりものを言うんだな。イメージと全然違う。好きな男が絡むと、そんなに強気な感じになるんだ？」

「い、意味が分からないんだけど……。ごめんなさい。山田くんには、ついていけない」

　フリップボードを探すのは、夕方からにしよう。彼から逃げるように倉庫を出ると、追いかけられることはなかった。山田くんは、最初から私の反応を見越して挑発するようなことを言ったのかもしれない。

　そうだとしても、なぜ彼がそこまで私に執着するのだろう。本当に分からない……。






　夕方、もう一度フリップボードを探しに行くと、無事に見つかった。業者との打ち合わせにも間に合い、さっそく涼真くんの会社に電話をした。

『ありがとう。それじゃあ、あとは本番を待つばかりだな』

「はい。メニューもクイズ内容も決めましたし、参加者も確定しましたから。二週間後が、楽しみですね」

　社内から電話をしているから、いつものようにフランクには話せない。でも涼真くんは出先のようで、普段と変わらない話し方をした。

『ああ、とても楽しみだ。そうだ、茉莉。今日も、早く帰れそうなんだ。お前は？』

「え？　は、はい。私もそんなに遅くは……」

『よかった。じゃあ、今夜もゆっくりしような』

「はい、分かりました。それでは、また。失礼します」

　ドキドキしながら電話を切る。誰に聞かれているわけでもないのに、社内電話でこういうやり取りをするのは緊張した。

　それにしても、会社で彼の声を聞くと安心する。涼真くんに、これほどまでに惹かれていることに驚いてしまうけれど……。

　涼真くんが早く帰れるなら、私も急ごう。






「涼真くん！」

　帰宅すると、ちょうどマンションのエレベーター前で彼を見つけた。帰るタイミングが合って嬉しい。

「茉莉。ここで一緒になるなんて、すごいタイミングだな」

　彼の元へ駆け寄ると、涼真くんも和やかな笑顔を向けてくれた。昼間、山田くんとのことがあったから、余計に涼真くんを見るとホッとする。

「うん。こういう偶然って、珍しいよね」

　エレベーターに乗ると、急に涼真くんが訝しげな顔をした。

「茉莉、香水つけてたっけ？」

「えっ？　ううん。どうして……？」

　と聞いて、ハッと昼間のことを思い出す。まさか、山田くんの移り香？　でも、同じ部屋にいただけなのに……。

「知らない香りだからだよ。なんで、茉莉から俺の知らない匂いがするんだ？」

「そ、それは……」

　きっと、大きな誤解を生んでいる。きちんと話さなければ、涼真くんとの間に溝ができてしまうかも。

　焦りを感じながら訳を説明しようとすると、エレベーターの扉が開き涼真くんが足早に玄関へ向かった。

「あ、あのね。これは……」

　鍵を開ける彼の背中に向けて声をかけるも、振り返ってもくれない。それどころか、少し乱暴にドアを開けた。

「言い訳なら、あとで聞くよ」

「え……？」

　玄関に入った途端、腕を引っ張られる。そして、玄関先の廊下で唇を塞がれた。

「んんぅ……」

　強く舌を絡められ、あっという間に呼吸が乱れていく。私の頭を強く引き寄せ、力強いキスを続けられた。

　強引な涼真くんの行動に、彼のジレンマが伝わってくる。私から香る匂いに、涼真くんは大きな嫉妬を感じているはず……。

　唇を離した彼は、その場でジャケットを脱ぎ捨てベスト姿になる。そして、ネクタイを緩めると、私のシャツのボタンを外し始めた。

「りょ、涼真くん……？　まさか、ここで……？」

「そうだよ。寝室に行くまで、我慢できない」

　ボタンを外し終えた涼真くんは、ブラジャーを捲り上げた。たぷんと乳房が露わになり、恥ずかしさでいっぱいになる。

「ここは、恥ずかしいよ……」

「嘘つくな。じゃあ、なんでココが硬くなってるの？」

　涼真くんが乳房の尖端を指で弾くと、体がぴくんと跳ねた。

「はぁっ……ん！」

「本当は、こういうところでするのも興奮するんだろう？」

　彼は私の両腕を掴むと、乳房を口に咥えた。乳輪を舌でなぞり、ちゅぱちゅぱと吸ってくる。彼の唾液の音が響き、あっという間に秘部が疼いてきた。

「んん……。アアッ……」

　交互に乳房を吸われ、身をよじるほどに快感が体を走る。涼真くんは乳房を咥えている間、両手でお尻を撫で回した。

「んはぁ。はんぅ……」

　彼に触れられると、どうしてこんなに気持ちいいのだろう。花びらが痙攣しているのが自分でも分かり、ショーツが薄っすら湿ってきた。

「足、もじもじしてるね。舐めてほしい？」

　涼真くんは乳房から顔を離すと、今度はスカートを捲り上げる。膝立ちをした彼は、ショーツの上から割れ目をなぞった。

「あん……ぁ。んぁ。んふぅ」

　なんども擦られ、ショーツはぐっしょりと濡れていく。指を蜜口に押し入れると、下着はさらに水気を帯びた。

「すごい、濡れてる。ねっとりしてるだろうな」

　彼がショーツを脱がすと、溢れた蜜が糸を引いた。背中を壁につけると、涼真くんに足を広げられる。そして、彼は茂みに顔を埋めた。

「もっともっと、濡らしちゃおうか」

　十分に濡れた蜜口に、涼真くんの舌が押し入れられる。膣の中で激しく動く彼の舌使いに、堪らず体をくねらせた。

「んあ……。ああ……ん。んぅ」

　じゅるじゅると蜜を吸い込まれていくのに、どんどん愛液は溢れていく。花びらを甘噛みした涼真くんは、顔を離して立ち上がった。

「俺に触れられると、感じていくだろう？」

　余裕のある笑みで見つめられ、恍惚としながら頷く。もう涼真くん以外、私の心の中には入り込めない。

　彼は私に体を引っ付けると、指を秘部に押し入れる。三本の指で膣内を掻き混ぜながら、何度も抜き差しをした。

「ふんぅ。んぅ。んくっ……」

　肩で息をしながら、彼の愛撫を受けていく。涼真くんの指が膣から抜かれると、濡れた指で陰核を押された。

「はぁん……。ンアッ」

　熱くなった秘密の場所が、さらに強く疼いていく。唇に濃厚なキスを落とした彼は、ベルトを外しズボンのファスナーを下ろした。

「もう挿れたい。いいだろう？」

「うん……」

　この疼きを鎮めてほしい。恥ずかしくて言葉にできないけれど、彼のモノを欲しがるように背中に手を回した。

「足、上げるよ」

　左足を持ち上げられると、彼の硬い屹立が膣内に押し込まれる。太い肉棒は蜜と絡み合い、ゆっくりと中へ入っていった。
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「……ああ。ん……。はぁ……んぅ」

　シャツがはだけ、スカートを捲り上げられた状態で彼の肉棒が押し入れられている。そんな自分の姿を思うと、羞恥心が高まっていった。

「よく濡れてるな。締めつけもいい。やっぱり、こういうシチュエーションが好きなんだろう？」

「んぁ……。そ、そんなわけ……ないもん」

　上下に硬い棒を動かされ、下腹部が熱を帯びていく。花弁が痙攣しているのが分かり、太ももにトロッとした感触が伝った。

　涼真くんの言うとおり、本当はこの状況に感じている。溢れ出る蜜は、彼の屹立と絡み合い、くちゅくちゅと音を立てていた。

「嘘つくな。こんなに蕩けてるくせに」

　お見通しの涼真くんは、ピストン運動を続けながら両手で乳房を鷲掴みにする。硬く尖った突起を摘まんだ彼は、指でコロコロと転がした。

「ッア……。アアッ」

　体中に快感が走り、自然と彼の背中に手を回す。粘膜と絡み合う肉棒の音に、ますます秘部が疼いていった。

「茉莉の中が、気持ちいい……。どんどん、熱くなってくる」

　涼真くんはさらに強く、奥に肉棒を押しつけていく。膣壁を擦りながら、最奥を亀頭で突き上げた。

「んん……。んぁ」

　彼を感じるだけで、幸せでいっぱいになる。熱くなっているのは、きっと私のそんな気持ちだ。

「茉莉は、俺のものだよ」

「涼……真くん。あたり前よ……」

　彼の腰の振りがさらに加速し、私たちは一瞬にして淫楽の頂に昇っていった──。






「ほら、俺の匂いがする」

　彼がそう言ったのは、夕食もお風呂も済ませて就寝をしようとしたとき。二人でベッドに入ると、涼真くんは私の胸に顔を埋めた。

　といっても、服の上から。それでも、彼の温かい吐息が素肌に染み込んできて幸せな気持ちになってくる。

「本当……？」

「ああ。山田くんの匂いは消えたよ。茉莉、教えて。なんで、彼の匂いがしたんだ？」

「えっ……？」

　どうして、あの移り香が山田くんのものだと分かったのだろう。気まずさと驚きとで、複雑な表情を見せる私に、彼は顔を上げて微笑んだ。

「あのときの匂いと同じだったからね」

「あのとき……？」

「ランチで会っただろう？　あのときも、彼から同じ匂いがしていた」

　そう言われ、さらに驚きで目を見開く。たしかに、山田くんは香水をつけていたかもしれない。でも、ほとんど気にならない程度だ。

「凄い……。一緒にいた私でも、山田くんのコロンの香りは気づかなかったのに」

「いろいろと、人のことが気になる性格だから。だから、高校生のときから茉莉のことが気になってたわけだし」

　どこか得意げな彼に、私はクスッと笑った。

「そっか。さすが涼真くん。観察眼が鋭いのね」

　グーテクリータの営業部長になるほどの人は、やっぱり日頃から違う。山田くんは涼真くんのことをバカにしたようなことを言っていたけれど、それは間違っているとはっきり言える。

「観察眼っていうか、世話を焼きたくなるんだよ。だから、今回も婚活パーティーの担当をやってるんだ」

「大変じゃない？」

「大変じゃないと言えば嘘だけど、そもそも人と関わるのが好きだから。それに、そのお陰で茉莉と再会できたわけだし」

　チュッと唇にキスを落とされて、改めて彼との再会のきっかけを振り返る。そうだ、この仕事があったからこそ、涼真くんと再会できた。いろいろな意味で、グーテクリータの仕事は大切だ。

「涼真くん。実はね、婚活パーティーで必要な道具を倉庫で探してたの。そうしたら、山田くんが来て……。香りがすごくきつかったから」

「それで、香りが移ってたってわけか」

「ごめんなさい。腕は、ちょっと掴まれたの。でも、すぐに振り解いたから……」

　隠すのも憚はばかられて、不快な思いをさせるだろうと思ったけれど正直に話した。涼真くんに、どんな反応をされるだろうか。不安に思っていると、彼はクスッと笑った。

「分かってるよ。なにも疑ったりしない。相変わらず、茉莉は正直だな」

「だ、だって……。隠してて、後ろめたい気持ちは嫌だから」

　照れくささを感じながら答えると、涼真くんは額にそっとキスを落とした。

「そうだよな。俺も同じ立場だったら、そう思う。だけど、大丈夫だよ。もう、俺の匂いしかしない」

　そっと抱きしめられて、胸がぎゅっと締めつけられる。涼真くんの胸に顔を埋めると、ゆっくりと目を閉じた。

「恥ずかしいけど、涼真くんの匂いしかしなければいいな……」






　いよいよ婚活パーティー当日になり、部長に最後の進捗状況を報告すると衝撃的な命令を下された。

「え？　アシスタント……ですか？」

　部長デスクの前で、呆然としてしまう。

「そうだよ。聞けば、グーテクリータさんは、かなり本気でパーティーをされようとしているようじゃないか。坂井さんが頼りないというわけじゃなく、より成功させるために山田くんに同行してもらおうと思うんだ」

「で、ですが、山田くんは打ち合わせには一度も出席をしたことがありません。本人も戸惑うだけだと思うんですが」

　まさかの部長命令に、動揺を抑えつつもなんとか反論をしてみる。だけど部長は、凄みをきかせた低い声で言った。

「この先、グーテクリータさんとは、長いお付き合いをしたいんだよ。あちらは、新車のプロモーションでイベントを頻繁に開催しているからね。こちらも、本気度を見せたいんだ」

「わ、分かりました……」

　部長に気圧され、返事をした私は肩を落として自席へ戻った。そもそも、部長からもらった仕事なのだから、これ以上は生意気を言えない。

「坂井さん、よろしくね」

　ふと背後から山田くんの声がして、驚いて振り返った。

「う、うん。よろしくね……」

　倉庫の一件があって以来、ぎこちない空気が流れてしまう。彼と一緒に回るフォローアップ営業週間も終わり、業務で絡むことすら少なくなっていた。このまま、うやむやでも終わることができれば……と思っていたのに。

「パーティーって、十九時からだっけ？」

　山田くんは空席になっている隣に座ると、手帳を広げて私を見た。真っすぐ見つめられると、より心地悪さを感じてしまう。

「うん。準備があるから、私たちは十七時には行かなきゃいけないけど」

「それって、二人きり？」

「えっ？」

　彼の言葉にあ然としたのは、業務中になにを言っているのかと呆れたからだ。たまたま、近くに人がいないからいいものの、オフィス内では控えてほしい……。

　遠慮なく険しい顔をすると、山田くんはハハッとどこか小ばかにしたように笑った。

「冗談だよ。本気にするなって」

　山田くんがどこまで本気なのか、まったく分からない。内心ムッとしながらも、今夜の説明をした。

「打ち合わせは、お店で司会の人と。店舗装飾は、別部署から手配済よ」

「なるほどね。ゲームとかあるんだろう？」

「うん。それも、司会の人に進行してもらうから。私たちは、全体を見て不都合があればフォローに入るくらいよ」

　だから、急に山田くんが来ても、彼自身もどう動いていいか困ると思うのに……。それに、涼真くんもどう思うか……。いや、彼は仕事には集中する人だから気にしないかもしれない。

「分かった。他のイベントでも同じようなことはあるし、新人じゃないから大丈夫」

「そうだよね。よろしく」

　このイベントが無事に終われば、涼真くんとの交際をきちんと話そうと思っている。それまでは、この業務に私情を挟まず頑張らないと……。






　十八時になり、お店に涼真くんがやってきた。店員さんと装飾に来たウタノ企画のスタッフに挨拶を済ますと、私たちのところに来る。山田くんがいることに、彼は驚いた表情ひとつ見せなかった。

「こんにちは。今夜は、よろしくお願いします。山田さんも、応援に来てくださったんですか？」

「はい。今夜の婚活パーティーの成功に、お手伝いをさせていただきたいと思い参りました。よろしくお願いいたします」

　山田くんが背筋を伸ばして会釈をすると、涼真くんも余裕のある笑みで応えている。

「どうぞ、よろしくお願いいたします。参加者は、今夜を本当に楽しみにしていますので」

「本当ですか？　それは嬉しいです。今夜は、素敵なパーティーにしますから。なあ、坂井さん」

　突然話を振られ、内心ドキッとしながらも笑顔を見せた。

「もちろんです。全体的な雰囲気はピンクを基調にしてみたんですが、子供っぽく感じられるようなら調整します。どうでしょうか？」

「いや、構わないです。さっき入ってきたとき、可愛いなと思ったので。女性社員が喜びそうです」

　涼真くんは店内を見回しながら、満足そうに頷いている。今は、山田くんがどうこうよりも、涼真くんに仕事を認めてもらえるかのほうが大事だ。

　だから、彼の満足げな顔にホッとする。

「ありがとうございます。では、今夜のスケジュールを再確認させていただきます」

　山田くんも側で聞きながら、再度パーティーの進行をチェックしていく。涼真くんと最後の打ち合わせをしたあと、司会者の女性もやってきて再確認をした。打ち合わせをしているとあっという間に十九時になり、グーテクリータの社員がやってきた。みんな、涼真くんの言うとおり、楽しそうにお喋りをしたり挨拶をしたりし合っている。

　最初に私が全体への挨拶を済ませると、すぐに司会の女性にバトンタッチする。そしてパーティーが始まり、早々に場が盛り上がってきた。

　しばらくすると温かい料理が運ばれてきて、立食形式で談笑が始まる。もっと控えめな雰囲気になるかと思ったけれど、参加者は積極的に声を掛け合っていて明るい感じになっていた。

「川崎さん、結構盛り上がっているみたいでよかったですね」

　店内の奥から様子を窺いつつ、彼に声をかけた。社交的な社員の人が多いのか、心配するまでもなくカップルやグループが自然と出来上がっている。

「そうですね。安心しました」

　涼真くんもホッとしたように、目を細めて会場を眺めている。料理も評判のようで、時折男性が女性に取り分けている姿が見えた。

「川崎さん、僕の中ですごく疑問なんですが、メイン業務でない婚活パーティーに、どうしてこんなに時間をかけるんですか？」

　ふと声をかけてきたのは山田くんで、私越しに彼に問いかけた。

「そんなに、疑問ですか？」

　涼真くんは不躾な質問にも、表情ひとつ変えず答えている。山田くんは気づいていないかもしれないけれど、涼真くんは山田くんをまともに相手にしていない。

「はい。グーテクリータさんなら、新車イベントなど、もっと大きなプロモーションをされると思うんです。営業部長さんなら、そういう仕事のほうがやりがいを感じるのではないかと思いまして……」

　山田くんが言うと、涼真くんはクスッと笑った。

「婚活パーティーだって、やりがいがありますよ。僕は、部下が望むことを見つけて、できる限り応えることにやりがいを感じるんです。部下たちは、このパーティーを望んでいたので」

　胸を張り、堂々と答える涼真くんに山田くんはそれ以上なにも聞かなかった──。






　二十一時、婚活パーティーは無事に終わった。残念ながら、全員がカップルにはなれなかったけれど、それでも、成立したカップルの数は期待以上のものになり私も胸を撫で下ろした。

　協力をしてくれたお店の関係者にお礼を言い、私は山田くんと奥の部屋で片づけをしていた。ここは、小道具を置かせてもらう場所として借りている。

　涼真くんは、参加者を見送るために店外にいた。

「山田くん、今夜はお疲れ様。どうだった？　婚活パーティー、これからの参考になった？」

　袋にフリップボードを入れながら聞くと、彼は手伝いながら大きなため息をついた。

「一応ね。でも、やっぱり道楽感があるよな。グーテクリータといえば、高級車のメーカーだろ。そこの社員が婚活パーティーって、笑えると思わないか？」

「え？　どういうこと？　何度も言うけど、うちにとってはクライアントよ？　そんな言い方失礼じゃない」

　思わず手を止めて、彼をきつく睨んだ。あとから社員さんたちの評価を聞かなければ分からないけれど、掴みとしては大成功だったと思っている。

　クイズは盛り上がったし、食事もほとんど残らなかった。ブーケのプレゼントも喜ばれたし、なにより参加者はみんな真剣だった。

　それを道楽というのは、あまりに乱暴だ。

「クライアントだからだよ。グーテクリータから貰う仕事は、新車イベントや車のプロモーションじゃないと意味ないじゃないか。俺たちの会社の実績としても、そっちのほうがインパクトがある」

「そんな……」

「坂井さんって、川崎さんと親しくなっていたみたいだから洗脳されちゃった？　これからもっと社内評価を上げたいなら、こういうイベントは自分から取ってこないほうがいいよ」

　フンっと鼻で笑う山田くんを見て、つい頭に血が上ってしまう。気がついたら、彼の腕を掴んでいた。

「山田くん、最低よ。川崎さんだって、私だって他の部署の人やお店の人だって、みんな協力して頑張ってきたのよ？　それを、どうしてそんな風に言うの？」

「おいおい、ちょっと待てって。なにを、そんなに熱くなってるんだよ」

　急に突っかかってきた私に、山田くんは引き気味の顔をしている。それでも、彼から手を放せなかった。

「だって、みんな真剣だったのよ？　それを、そんな風に言うなんて……」

　声が大きくなりかけたところで、ドアが開き私の手が掴まれた。

「茉莉。それ以上、詰め寄ったらダメだよ。彼の手を放さないと」

「あっ……」

　振り返ると、戻ってきた涼真くんが穏やかな眼差しでゆっくり首を横に振っている。頭に血が上っていた私は、一気に我に返り手を放した。

「え？〝茉莉〟って……？」

　山田くんは、涼真くんの呼び方が気になったようで目を丸くしている。状況が呑み込めないようで、私と涼真くんを見比べていた。

　すると、涼真くんが一歩前へ出て口を開いた。

「実は、このイベントが終わったら、お話ししようと思っていたんですが。僕と彼女は、お付き合いをさせていただいているんです」

「えっ……!?」

　呆然とする山田くんに、涼真くんは丁寧に事のいきさつを説明した──。






　私たちが高校の同級生であることや、彼がそのときフラれたことなど包み隠さず話した。黙って聞いていた山田くんは、聞き終えたあともまだあ然としていた。

「この婚活パーティーで、再会したんですよ。山田さんには、つまらない仕事だったかもしれませんが、彼女は私情と関係なくとても意欲的に考えてくれて社員もみんな満足そうでした」

「そう……でしたか」

　山田くんはそう答えるのがやっとのようで、視線も下を向いている。彼は、私が涼真くんを好きそうだと疑っていたみたいだけど、まさか付き合っているとは思わなかったのだろう。

「僕は、今日来てくださった山田さんにも感謝していたんですよ。ですが、大事な時間を道楽なイベントに割かせてしまい申し訳なかったです」

「い、いや。それは……」

「安心してください。もうけっして、貴重なお時間をいただきませんから。後日、部長さんにもお詫びを入れて、その旨を伝えておきます」

　しっかりした口調の涼真くんを前に、山田くんはただ青ざめるだけだった……。






「涼真くんってば、はっきり言うんだもん。びっくりしちゃった」

　あのあと、私は一度会社に戻り道具をしまってから帰宅した。涼真くんは先に帰っていて、ようやく夕食とお風呂を終えた私たちはリビングのソファでくつろいでいた。

「山田さんは、俺に聞かれていないと思ってたみたいだけど、しっかりドアの外から聞かせてもらったからな」

　山田くんは、なんとか涼真くんに謝罪しようとしていたけれど、彼がそれを拒み山田くんは呆然としていた。

「あの言い方はないよね。本当、同期とはいえ腹が立っちゃった」

「そういう考えの人って、意外と多いもんだよ。山田さんだけが、特別じゃない」

　余裕な彼を前に、改めて感心してしまった。

「涼真くんって、やっぱり私とは経験の差があるみたい」

「ハハハ。そういうわけじゃないよ。たまたま、俺の周りに多いってだけだ」

　涼真くんはそう言いながら、私の髪をゆっくり撫でた。彼に触れられて、ドキッと胸が高鳴ってくる。

「私ね、今回の仕事は、涼真くんと一緒だったから楽しく感じたわけじゃないの。婚活パーティーを考えるのが、キラキラしててやりがいを感じたからよ」

「本当？　茉莉がそう言ってくれるなら、俺はとても嬉しいよ。社員からは、月曜日にアンケートを取るつもりだけど、きっとみんな満足してる」

　彼は、そっと額にキスを落とす。唇が触れられたところが、熱っぽくなった。

「社員さんのご意見、どんなものでも聞かせてね。私、涼真くんと一緒に行った結婚式場が、一番心に残ってるの。あれから、婚活パーティーの意味をもっと真剣に考えたというか……。そんな感じだから」

「俺も、あのデートが今でも忘れられない。茉莉のドレス姿、本当に綺麗だったから」

「あ、あれね……」

　ドレスを試着したことを思い出し、照れくさくなってくる。

「あれねって、素っ気ない言い方だな。俺は、もう一度見たいんだけど」

「それは、ちょっと……。もう、恥ずかしくて行けないよ」

　苦笑をすると、彼はクスッと笑った。

「試着じゃないって、本番だよ。本番」

「本番……？」

　きょとんとしていると、彼は立ち上がりビジネス鞄からなにかを取り出してきた。

「茉莉にプロポーズしたいんだ。これを受け取ってほしい」

「えっ!?」

　ハート型の白い箱が開けられると、眩い光を放つ指輪が見えた。プラチナのリングと、花のモチーフをしたダイヤが中央で輝いていた。

「再会してからまだ日は浅いけど、俺たちは高校生の頃からの知り合いだ。早いなんてことはないと思ってる。お前を、独り占めしたいんだ」

「涼真くん……。本当にいいの……？」

　視界が揺れるのは、涙が浮かんできているからだ。こんなに心が満たされることは、生まれて初めてだった。

　涼真くんは指輪を取ると、左手薬指にゆっくりとはめてくれた。サイズがぴったりのそれは、するりと指にはまった。

「本当にいいの。茉莉のこと、どれだけしつこく想ってたと思うんだよ」

「ふふ……。ありがとう、涼真くん」

　瞬きをすると一筋、涙が零れる。彼は私の左手を、優しく包み込んだ。

「結婚、してくれるだろう？」

　温かな眼差しを向けられ、笑みがこぼれていく。そして、ゆっくりと頷いていた。

「はい……！」

　瞬間的に彼に飛びつくと、ぎゅっと強く抱きしめられる。そして少し体を離されて、唇を塞がれた。

「茉莉。もう、離さない。絶対に……」

「うん。私も……。離れないから……」

　何度もキスを交わしながら、私たちはお互いの想いを確かめ合った。高校生の頃、一度は突き放してしまったこの温もりを、こうやって感じられるようになったのは本当に奇跡だと思う……。






「け、結婚!?　なに、そのスピード展開!?」

　婚活パーティーが終わり、さらに一週間が過ぎた頃、私は晴れて涼真くんの奥さんとなった。

　彼との交際をあえて話さないまま、結婚の報告をしたことに周囲はとても驚いている。特に加奈子は、相手がグーテクリータの担当だったということで、口をあんぐりと開けていた。

「運命の再会っていうか……。ごめんね、婚活パーティーが終わるまでは、交際を内緒にしておこうってことになってたの」

　照れくささと申し訳なさと、いろいろな感情が混じりながら言うと、彼女はようやく表情を緩め首を横に振った。

「謝ることじゃないわよ。だけど、婚活パーティーの仕事が、茉莉の婚活でもあったなんてね。すっごい、羨ましい」

　目を輝かせる加奈子に、思わずフフッと笑った。たしかに、彼女の言うとおりだ。

「じゃあ、これからは川崎さんになるわけだ？」

「うーん……。それがね、クライアントも混乱するし、業務上は旧姓のままでいようと思うのよ」

「そっか。それがいいかもね。でも、戸籍上は変わってるんでしょ？　お・く・さ・ま！　羨ましいわぁ」

　からかわれて、顔が赤くなっていくのが分かる。まったく、加奈子は……と心の中でボヤきながら、ふと山田くんと目が合った。

　少し遠くにいる彼は、視線が重なったかと思うとスッと目をそらした。結局、涼真くんが山田くんのことを部長に話すことはなかった。

　後日、部長から聞かされた話では、グーテクリータからは好評で参加者からの評価も高かったとか。

　またイベントを開催するときには、ウタノ企画にお願いしたいと涼真くんは言ったらしい。そのときに、改善の要望はなかったようで私もお褒めの言葉を貰った。もちろん、山田くんへの感謝も……。

　それが、山田くんには逆にプライドが傷つけられたのかもしれない。器の大きさで言えば、涼真くんは山田くんよりずっと大きかったのだから。

　それから、山田くんは私に声をかけてくることはなくなった。今までより、よそよそしい感じになったけれど、それでよかったと思っている。

　結局、涼真くんに助けられちゃったんだろうな……。






　十九時半。今夜は、涼真くんと一緒に帰ることになっている。彼がオフィスビルまで迎えにきてくれることになっているのだけど──。

「茉莉！　ここだよ」

　週末ということもあり、通りは人で溢れている。手を振る涼真くんが見えて、私はそこへ駆けていった。毎日一緒にいるのに、彼の顔を見ると胸が高鳴るのは変わらない。

「お疲れ様、涼真くん。今日ね、皆に結婚の報告をしたら、結構からかわれちゃった」

　自然と手を繋ぎ、夜の街を歩き出す。ネオンで彩られた景色は、まるで今の私の心の中のように輝いていた。

「ハハ。実は、俺も。部下たちに、『部長の婚活パーティーでもあったんですか』って言われたよ」

「本当に？　それ、私も言われたの」

　二人で笑い合いながら歩くと、今までとなにかが違って見える。それは、彼と夫婦になれたからだろうか。

「あ、そうだ。俺たち結婚したんだし、そろそろ呼び捨てで呼んでくれないか？　なんか、ちょっとよそよそしい」

「えっ!?」

　突然そんなことを言われて、動揺してしまう自分が情けない。そんな私を見て、彼は楽しそうに笑った。

「相変わらず、分かりやすいな。まあ、いいや。今夜、言わせてみせるから」

「ど、どういうこと？」

　自信満々の涼真くんに、私は戦々恐々として尋ねる。すると、彼がチラリと見た。

「入籍は昨日だったけど、両親たちとの食事で夜はゆっくりできなかっただろ？　だから、今夜は新婚初夜ってわけ。あとで、たっぷり攻めていくから」

「えっ!?　ええ!?」

　思わず声を上げる私に、涼真くんはさらに大きく笑っている。今夜、どうやら私は彼の意のままにされるようだ。

「ほら、奥さん。急ぐよ」

　少し早歩きになった涼真くんに、私は気恥ずかしさを覚えながらもついていく。

「そんなに急がなくても……」

「急ぐよ。早く二人きりになりたいから」

　ニッとする彼に、私は〝負けました〟とばかりの笑みをこぼす。まだまだ涼真くんに振り回されているけれど、いつかは私が彼の心を乱せる日がくるのだろうか。

　それを口にしたら、涼真くんは「高校生の頃から振り回されてる」と言っていた。

「涼真くん……。愛してる……」

　ポツリと呟いた声は、雑踏の中でも聞こえたようで彼の頬がわずかに赤くなった。

「俺も。愛してる、茉莉」

　ぎゅっと繋いだ手に力を込められて、私たちは愛しい我が家へと向かう。安らぎと温もりに満たされる場所。

　だけど今夜はきっと、眠れない……。
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